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日米特許一二個・賞用新案整鎌田六個併用

ス野認に防災発よみ・戸

〔特許大野式シヤヴター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヲ タ ー

大 野 式 J L . ー プ ル シ ャ ッ タ ー

大 野 式 工 場 周 軸 承

大 野 式 碍 子 入 軸 箆

大 野 式 関 子 入 戸 事

大 野 式 廻 鱒 軸 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 鼠

日英米偏特許三一個・賞用新案五九個併用

特 許 木 こ サ ッ シ

受 托 営 業

32 大 野 製 作 所

東京市芝直三回国国町二番地・電話三田 ( 45) 国2 2
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曾
s:二

仁I

創 立 満 十 五 年 記 念 事 業

西 部 日 本 見 皐 奉 行

かj途詳細御通知致 しまし た通記念事業中見準ごして先づ間

部日本の見，撃を F記概要により奉行( 附雨不論) 致します奮っ

て御参加あらんこごを希ひます

行 程 4 月 28 日 (合〉 午 後5時30分大阪騨集合〈同 6 時半出授〉

同 29 日( 天長節〉八 幡 製 紙 所 、東洋陶器株式曾肩上児事

同 30 日 ( E1)  >J IJ 府温泉地帯見皐

5 月 1 日( 月 〉午 前 8 時 5 分汽舶にて大阪崎着

曾 費 金 2 0 回

申込締切 4 月 16 日 ( 日〉

昭 和 八 年 度 春 季 大 合 奉 行

是亦月1] 塗詳細御通知致しました通春季大曾を下記概要に よ

り奉行(附雨不論)致します奮って御参加あらんこごを希ひます

目 的 地

行 程

史蹟名勝古建築に富む吉野山

4 月 15 日 付〉 午 後 l 時半大級阿倍野橋勝集合 (1 昨日分山後〉

問 16 日 ( 則 的? 途随意

肱 館 吉 野山の 中心地にしてナカ及カミの千本 をーl昨に牧 め実容をへ仁

て〉如意輪堂を眺め得らる〉サクラ花嵐

曾 費 金 3 回 5 0 銭

申込締切 4 月 12 日 付〉

立 奥 日 本 建 築 協 曾



曾 告

創立満十五年記念事業第二期計董に就て

我日本建築協曾は定IJ立満十五年記念事業として昨秋来紘ヶ丘保健住宅博覧合、

大美野田園都市住宅博官舎、住み良 L 、家の展覧曾、通俗建築大講演合、建築巡

回講演合 、記 念祝賀大合其他見撃に出版に大々 ｻｊＯ ｾ 各種事業を遂行し何れも幸に

多大の御同情を以て好成績を得まし fこ段は本舎の最も欣幸とし. 多謝する次第

であります 。

就ては強て御披露致しましに通新春と共に引綴き記念事業第二期計査として下

記の通開催の珠定であります糞〈は大方各位の熱心 なる御賛助と懇切なる御後

援に依 b最も有意義に有終の美を修めんことを熱望するものであります O

l  阪和沿線上野主に於ける住宅博覧曾開催

2. 京阪沿線千里山に於ける住宅博覧曾開催

3. 建 築 巡 回 講 演 舎 の 開 催

4  東 京. 満洲其の他の見皐抜行

5. 園 書 の 出 版

6. 建 築 曾 館 建 設 の 企 壷

枇 間

法 人

昭 和 8 年 4 月

日 本 建 築 協 曾



日本建築協合

創立満十五年 記 念 出 版

本音は本合創立満十五年記念出版の第三次としT 刊行するもの

である。

内容は本舎が詫きに記念事業として懸賞募集しに「阪和上之芝

生1-:. 宅設計首選園祭」と閉じく本合体集に係る緑ケ丘・大美里f ・

質際に建つる住宅・阪和土之芝及米法に依るノj、住宅の五! 泊1

2集中の優秀なる「務所設計圃」へか|ふるに 阪急: が姉入室 ・子

供室を主として募集しに「米盟中住宅設百十首選回笑J ｾＭｩｊ 日 に

縫っ? こものである 。本書編纂に嘗りでは各出版委員が製者的良

心を以って全幅の努力をおII ったもので必す・や大方人士の御期待

に日1) ふものと確〈信じ是非一本をお薦めする次第であるの

凶 六 倍 l以 上質印 ￀ｾｉｊ 紙

袋 l医! 美麗 上 製 箱 入

定 債 l 国 塗 料 10 銭

日本建築協合対行 振ｾ 口 座 大阪 ＳＹ Ｙ ＷＵ

底
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日本建築協合

創立泊; 十五年 記 念 出 版

本合創立? 梢十五年記念/:1¥版の第二次として「大阪市地質調在闘

表.J ｾ瑳刊すること〉し仁 、

本書は本舎常設の災害強度委員舎が数年に亘って苦心調査蒐集

しに資料を輯録して一本に纏めたもので 、他に同盟の刊行物な

〈拘に斯界に於ける稔yi<的出版である。この出版に際して本舎

としては凡ゆる却iに於て多大の犠牲をJリ1¥つにものであるが、し

かも向一l二枠し fこる所以のものは、: 1 : イ、建築闘係者が計警に蛍り

常に必要昧〈べからざるものであり、又容易に所要のものを訓

奈し得ると云ふ貰に簡便にして、 ｊｾｩ ￭ｾ にとり稗主主砂から Ｕ るも

のと信じ? こからである D

世の土木建築に閥係ある諸賢へこのｼ佐 ｪ 或ある茸 ｾｉＡＭ を御山めする

次第である。

四 六 倍 版

上 製 箱 入

上Ｚｦｊ印 ｾｬｪｬ ｊ 紙

クロ ー 久装，) 民

定{ 買 3. 50 国 送 料 12 銭

日本建築協曾対行

大阪 ・北区 ・朝日ピル 一 九 善 本 支 出

責拐IJ

初11 々 堂 書 庖
振管口座大阪 3S9i 5



建 築 乞 福士曾

第 16 輯 第 4 5良 昭 和 8 年 4 月 後 行

住宅地経営に就て

小住宅針策提唱 ・・

行: 宅経告雪地の翻 k 相 ・.

イ主

目

，ー4

エE

ヨた

競

- 松 本 位 八 ( ';37  )  

・清 水 築 二 ( 43 )  

・矢 間 銀 蹴 ( 46 )  

土地経営者の概1: る 住 宅 ・・. . .， •. • . .. ・・ ・・篠 原 疋 対t (  4 8  )  

土地経営に於ける 分譲住' 主地の 一 現 勢 ・ ・ - ・ ・ ・ ・ ・ 今 井 英 倣 ( [) I  )  

{t 宅及土地経替に閲する I! î 談 合 ・・ .. .• ・・ ・・・・ ・・・・( 63 )  

小住宅プ ランの研究 ・・・・・・・・・. . . . ・ ・・・岡 田 孝 男 ( 54 )  

Ｑ Ｑ 反和 上野芝 ｴ ｬ ｾ 宅懸賞設 計首選ｼ尚Ａ笑 ・ﾭ

同審 ネＱＺ概 ｾ Ｂ ｦ "  

tl ， 宅 幻 真 集 ・ ・

問 | 際 最 新 建 築 ・ ・

談 話 室 ・・

合報・・

.  (  2  )  

・( l o )  

.  (  17 )  

(  n  )  

・( 81  )  

.  (  83  )  



敷 地 指 定 第 18綾地 132. 己0，);ド

(間 口 10K 奥 行 13.25 K)

ｾ坪約 ＲＹＮＷＵ 坪Ｈ 但し盈 Ｒ 帖 の大き

さを以て約 1 苅= とす〉

建築費 25001111 家族主人

ｴｬ ｾ＠ 弘主 オミ治 Ｓ し主主洋風 ｺｰ ｾｵ ｴｴ 、 ｾｘｾ 後 ｊ 栗石地 ＿診を

j ;t しIJU疑ゴ: 打 : 1: 夜ポ ール ト締 、外 部 大

壁塗の菱現ラス ｾｬｾ }) .. ス F ツコ 、モル

タ ノι 塗 り内古: 112土谷間仕切白壁訟リ床は

凡て板張リ 、 大ml 分 担![tk き、 サ Y ノレー

ム 2土子供勉強黛コ Jι ク タ イ ノι 張り 、 土

問浪凝土日H告 を 施 し、 各 家主李総7 dTを

設〈

I V  2  阪和上野芝住宅懸賞設計賞選! 面! 案
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1 等 村 瀬 鎖 一 君
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敷地指定第 Ｘｾ Ｉｩ 地 ＷＵＮＶＷ 坪

建 物 1階 61. 0平方米 2Pl1i 35.0平 方 米

延 96. 0平 方 米 ( 29. 04Tji) 

外 に ポ ーチ 3.0 平方米敷地に主すする比 4.1:1盤2枚を以て l主l' と見

倣 せ ば 24. 明主

翼 民 族 夫 婦 小 供2人程度

株 主主 構 造 別 闘 の如 〈柱511，]-又は 4n1牛角 pqつ古円程皮を 4 本 組 合せ之に 1'1: Zえび

梁 を 抑 み て ポ ーノレト締めとし略 2 米n: Wi唱に 配 置 構 造の合王型化 を闘 る

1; ト 2査 中氏二 つ'.!'u ｾ粍度を ｊｊ 同縁とし分厚のルー Ｗ イゾグを下地 に 石綿スレート

をピス止めとし表面白セメ Y トスプレイ 仕 上 と す 、腹タイノι 比!i り、民 棋

は詳細別回1の如1 ＼ 防水櫛施工の上モノｾ { 1 . ノレ仕上とす

内 部 ｦｴ］ 、 ｗ［ ｾｩｴｽ 目の根太上に米松 ｮ ナ板 の 野床を張 ｰ 、 更に橡甲板をｾ民る 、 ー古 Ｚ Ｑ Ｑ

は コルキ見li 明及畳敷きとす 、 ポーチ玄側 、浴 祭等はタ イルJl /.川 、位 、rl'

J1二 つ制手毛皮のも の を胴紘にノレーフイ y グJ ! li り、 7 ジテツキス l♀ 1/2
11

を民総釘 11-. めとし一部は壁紙及板J l 占り ..-..! y キ仕上とす 、天井梁下封ilj に里子

縁 直 打 ち 7 ジテツキスJ h l i り一 部 は板貼りとす

プラ y 住 居 の 合 f!ll 化を! ;"! る儒め石J なり大きな居 H日をとり 、一 隅 l亡は食 卓 を泣 き

に就 て 食 堂 を 錠 ね 又 方に li 現 今 の 生 活 様 式 をも考慮して小なる盤l敬老を設 〈

ホールイ ｹ グノレ は 簡単 な る ｦｦｌｾ 接 に も使用 し 旬 、 Ｒ 階には縦宗と子供出と

を設 け て1守成と監督に il!!:な ら しむ

校 側i 暖房 、 ｾｴ 水 、 暖房ーとして］ユーラジオポイラｻを設置し居Ｑｬ Ｐｦｩｬｬｪ は レジス

界一にて蔽」、直接放熱とす 、終 需/州、供' * 等はラジエ- 9 ' ーを設 〈、tft

湯 は 浴 家 次 選 所 に も供 給 す

防 総 床 下 の 砂利 府 及 び接気孔の設甘/ i lこ依る

防 暑外壁の特殊彬治に依り又厩根事 ｕ Ｎ，ＺｾＡＺ 裂に設けたる開 ｉｾＧｊ 自在の換 ｓＴ 百官、 ｩ え ［ 国

Ｕ 慢と併 行 せ る換気塔を設けて ｾｍ の緩和ｾ凶る

I V 4  
阪和上野芝住宅懸賞設計営選圃案 2 等
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般 地 指 定 第6披 地 93. 72l!p

建 坪 23. 4坪

建 築費 2，340闘

裕 治 木造 洋 風 平 家 建、 業 石 地 形土 盗

廻りコ Y P リート打ち平日小崎

外 部 餓 網3昆Pの上モルタノι 主主色漆喰

仕 上. 腰 廻 り 下 見 板 防 腐 列j主主り

内 部 会 部 直 壁、和 室 砂 壁、隼 線 天 井

廊 下 、浴 室 、 使 所、子 供 室 、番

務毒事は押へ塗り、仕上木部テツ

P l え......::;-キ主主

尉 紋 土 居 葺 曹の上4寸勾目E平 安 光 資

床 洋家、槍及米松板張り栴 ｬ 家ｾ敷

其 他 F イ J レ床等

浴 槽 巴 風 呂 檎 材

使 腕 大 正式

I V  6  
阪和上野芝住 宅懸賞設計賞選圃案 3 等 1 席 西 国 哲 郎 君



阪和上野芝住宅懸賞設計官選園案 3 等 1 席 西 国 哲 郎 君
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敷地指定1 . f ! 7 披地 96j干

ｾｬＡ［坪 ｬ 階 ＲＲ￞ｬＵＷ 2階6坪 25

延2882 :Ji l・m L 盈珂・とす

家 族 失 絡 子 供2人女中 l 人

l 階事「高 11. 5) ミ2階軒E主:j21 j'C

w根 4寸 勾 班、和 風 引 掛 桟 ] L庇il l !

鉛引銭板葺 き

外壁 J修竪板張り 、一部横板張り

目打ち止め 、上部白色セメ

ント 、組面仕上|ず

内J i . 浴 護 腰 及 護 所一部タイノι 張

り、洗面所腰板張り 、其 他

民 壁 仕 上

天 井 8 1 ! : 接室テックス張り 、浴 室

シ - 9  ; / グメタル渡り 、 其

の他生手線天井但 L ，墓所 、股

衣洗面所及び f. l ! i 所打トツリド

板強り

柱 日本栂及杉3寸5分 角 使 I目

床 感激夕、ミ ｅ 殿 、 浴空宇 ￫ｾ イノレ

日長り 、土 nnモルタ ノι 、其の

他板張り

f . l ! i 所大1F. f ! 史Hj

I V  8  
阪和上野芝住宅懸賞設計官選闘案

!E 最 図

3 等 2 席 金 子 泰 夫 君
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敷 地 指 定 第 18統 地 13250J t

建 士F 27，25坪

家 族 夫 婦 川 、 供 1入、女巾 l 人

タト 税 法 礎コ y ク リ ー ト 打 ".1ず、ニトー忍

組 込 ポ ー J l ト 締め 、 セ メ ン トモ

ノι F ノι 仕 t げ 、タト壁上 部 大 出 セ

メ Y トt". モノι F ノ" (1:上 げ 、 J') ，，;  

縦 板 強 り、木 部 ペ イ y 卜病 I} 、

尉 根 洋 Yι 葺 勾 配4、j

内 部Bl ! l t長〈警官子〉厩/ l 司 、晴、)，，:) 1、 7

ジテッ クス 張り 、 浴町 、 禄， ｽ 汚 ｾ

り 壁 ｾＱ 民 り、イ也 は 並日 本 式

%1; . 他 特 Fこ玄闘 のma仕 切 るτ 与を やめ

I V  10 

て書 :f.t を際 接に粂川せ しめた 、

茶 のIHJ もち ょい とよい 肘 /l 日では

あ りませ ん か 、茶 の1mと刈: : ! 肢の

抱風窓、と は杓 子裂 に命 綱 を政 り

l [ の涼風を入れ開放して安眠 す

るととが出来、虚 而の油 J!¥を多

くする様特 l'こ考慮した

阪和上野芝住宅懸賞設計営選闘案 佳 作 1 席 荒 川 利 一 君
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(計

再ミ

; !  
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鳴き

ｾ＠

ｲ ｾ 時 ｾ＠

平 面 随

阪和 上野芝件; 宅懸賞設計常選|前|案 倖 作 1 席 荒 川 利 一 君
II I V  
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. ー 、

敷 地 指 定 第 14腕 地 160Jキ

( 112.8 K  X  12.5 K )  

建 刻、 2 6士F

建 築 費 2，0∞回1- 2. 300旧!

相ｾ fci 木造] [ . 葺平家建 、割 築 地 形 、 ニト

{.If廻 りコ ' / ? リ ート 打ち 、和 小

慮 溢

f間取り 施 工 を 容 易 な ら し め る た め 且 つ

の モ チ は 簡 素 を 欣 ぷ近 代 人の 意 識 を 迎

- 7  . d 、るため矩形の zji 商 を 採 り て 1m

取 り の 単 純 化 を 計 り ま し た

健 康 的 な 家 庭 生 活 を 第 一義 と し

従 っ て 仕 事 室 群 に 関 す る 各室而1

績の無王立l な節 約 を 避 け 殊に 家 政

者日常のオフィスであるべき ｾ

)fr はなる だけ 裕 か に と り ま し た

様 式 外J槻 に パ Y ガロー風を加味せる

折衷式

外 部 膝lJt..rJ. 妻は米松下見板張り 、 rl'

部は桂表し墜若者目磁 h 何 れ も

防腐剤塗 P 組板使用、布コンク

リート 、見え掛りは人誌を石仕上、

尾 根制色、 7 レ Y チ瓦琴、 3.5寸

勾航、書務窓¥Vhiteυ 仙 山uenL

使用

IV  ｾ＠ 2  阪和上野芝住宅懸賞設計常選問案 佳 作 2 席

一ーーーー
一一、 一

喜 多 村 義 雄 君



阪和上野芝住宅懸賞設計営選問案 佳 作 2 席 喜 多 村 義 雄 11・ 13 J V  



敷 地 指 定 第 llta地 ( 86.50刻、〉

建 坪 l 階 22. 50主1; 2階 7.50上1;

延主1; 30坪

f埠 治 制 楽 地 形 、 コ γ ク リート 打 mし

手11小 屋是! より

タト 郎 君4白抜i J l 去 り、 1全日食 :毛り、木古11 ;1'

イルステ Y 、 蹴 紋 日 本 記

l付 Ｑｾｾ＠ ￹Ａ［壁 、 ｩｍ 日食 ｬ 土砂壁位り 、 ノ ｾＩｈＺＧ

機 ム セ ロテ ックス張 り、 I1<t以ill

りlえ盤数きょI に タ イ ル 磁 り

，ｾ＠ JoJ i  厨 a棚 勢;J 刷、f け

浴 百七: 長J-H1，，¥凸

{ 史かr 内務省改良1 l J UjJ j

f V  14 阪不11.1 - : 野芝住宅懸賞設許常選 闘案 イ ｾ 作 Ｓ 席 高 木 貞 一 清
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阪和上野芝住宅懸賞設計首選岡案 佳 作 3 席 高 木 貞 一 ア { 15
1V  



阪 和 上 野 芝 住 宅 設 計 国 案 審 査 概 評

審 査 員

i也 閃 'rl  石川 純一郎 今 林 彦太 郎 武 田 宏 一 竹 腰 健 造 貧 土 問 霊

安 井 武 雄 ( 務査合鉄所; ) 石 本容 久i治 鳥 井 信

ζ の皮の懸賞募集 は 際募 ｊ 切 ｮ 司 が 年末 、 Ｂ Ｑ ［ ｬｩｊＨの ｉｬｾ 置と に は一考 の住民地 があ る ま い か、納 戸 にお窓を

にあ った に拘 らず 多 数の態 募問案が集ま っ た。し と り、護所の防J 戸は引戸 1<こ直 したならば 一層 li'・か

かも その際募者の分布 は 内地 は 勿論 、法 くは朝 鮮 ら う。

i的iW、4: i脅さ芋に亘 ってゐ た。 ζ れは本合 の募 集 趣 ヱ レペ ーシヨ y も秀 いでて ゐ る、殿 根の俊 化 も

旨 が 各 方 面 に 徹 氏 した紡果に よるもので袋査員 の 相 Ｑｪ ｾＮ 而白くとなされてゐる 、 製 図 法も特に巧みで

最 も欣快に思った所である 。 ある。窟i 々の駄 より考慮して首座 に推す に崎町し

本 合 i前 15 年記念で募集した住宅懸賞・は ζ れと ない作品である 。

共に 4 凶であっ たが特 に今凶のそ れは 前 3 [Ij_1の よ 2  等

りもそ の震 に 於て 、質 に於 て進 歩 の跡隠然たるも との作品 は会〈常套を j位 して而も俊秀な 作 であ

のがあった。

務 査 の方針と して 新 味 のある 到 、特徴のあるも

の を目標 と した 、 ' %II ' 1 に大位纏まったとい 」、家 よ

りも . 寧 ろ今 少 し 手 を 入 れ A ば大置き面白いも の に

なり手j るもの を皇居 げた。

不キH聖霊平 屋 建 が 2 階建に比して多かった 、2 階

建 の 方 を 多 少 品民自 に採 鮎 して置いた 。

司王而立而共に努力の跡 が明ら かに見える 、 jJ日ふ

る製回l法 は 皆 頗 る 巧 妙である。然し透視聞に 羽iI 劣

なもの L 多かった のは 如何なる理由 に基 〈ものか

どう した ものか今一層 の精進を望ん で止まな い。

務 査は 2 日間に亘 H頗 る 慎 重 l'こ行った o ｾ匹、募総

数 111 案 の中から先 づ 58 案 を選 ん だ。次 に 35 案

を 拙 き更らに Ｒ Ｑ 案 をｾｾ Ｎ・ た 、 最後に ζ れ ら優秀案

の中から 14 案 を採 りとれに順位を附けた 。今度

のff{s募 案 は 縦、値優秀なも のが多〈稼査に蛍 りて そ

のJl i: 姶選 燥 に は随分悩 まされた 、 それだけ選に洩

れた 人 々に は誠に同併に而I へなU、。 また 両lij 31旦lの

懸賞 よ りもイH'f . 数の増へ たのも合. < との恐t J l から

で如 何に優 劣 の 売 がfl ii/ } ; であったか と.. 11' づけ るわ

けであ る。

等

;( r: 来の懸賞によ く見 受 け る糊 を逸脱した る興 っ

た作 品であ る。建物と致地と の闘係も よ〈 綴り 、

官官/ $の大さ配置も 安 設 である o 4守に小 {比家、女中

安 の位 置 、方 位 l亡もrl1分 が な い、 また主人出に納

る透税 l胡は殊に優れて ゐ る。 プラ γ に於 て外 御 に

於 て 悉 〈 異彩 を放っ てゐ る。

構 造 は トロツケ y パウ の新 工法 に依つてなされ

てある が 小 さなメ Y パーを組立 てる工法 で は 案 者

の考へ る如 く必ずしも賞際 は経済的になり得る や

は疑問であるが犯ひど こに敬意 を表する 。

3  毒事 1  席

明朗な如何 にも 伸 び伸 びし た作 品である 。 プ ラ

Y も良い 。玄関から爽へ廊下を通じ て11所 、浴 察

使所の連絡がとのL ] i 而のヤマであらうが成功して

ゐる 、総 ての部屋も気持 よく 配置されてある。子

供本位の家族的に徹底 したる鮎等特に椴精 したい

南側| に道路がある然、入口が 荷面 して卒荷作製に

図革lt があったであらうが 、 それを 1ナ〈刷用 した鮎

• • • • 
が認められる 。天井 哀を も少し ゆったりして欲し

か った。

ζ の1' f，' J ，も; ( r : 来の 懸賞砲を破った もの で 、1{ 際

に建っ て 見たいｬ￮｜ｾ は 必ずしも 吾 々 ばかりではな

からう 。

3 等 2 席

プテ y 、製 U;司法 とも に良いo 業 所、食 堂 、茶 の

1: りの各取合せも 成功し て ゐる 。只 と の 作 品 は 在 来

よ くある潤で粉新なる貼は求め難いが無難に綴め

た案 者 の腕 を:i'l:・設した い。外廻 P の建具が二1 (¥に

なってゐるととも注意されて ゐ る。 製 闘法も秀れ

て ゐ る。

戸を とった の もよい 、 しかしy' ，ll を云 へば サ Y ル ー 佳 作

ム と姉人家と の取合せと 、釘!? 人家に ある tql入 の位 佳 作 の概) ; i p略すの

I V  16 



K . T 氏 邸 ( 阪念沿線 合 根 〉

言主計施工 大林組住宅部

ｴＺ ｾ＠ ) ，計良品j : ( r氾!t !-i さする

田舎趣味Ｈｩ ｾｊ クト似

内部は支捌 ｩ 米 ｉＡｾ の的子式

木 泣 洋 11，¥平家主1t 44 Tl  

五 〈 闘

17
1 V  



正 面 タト 1似

U. K 氏 邸 ( 阪刺i 沿線 魚 崎 〉

貴重計施工 大株組住宅部

.  .  
建 物 の 位置 とし て は りが まし U 、阪市11

1凶 巡 の遣 ぱた で

なる べ く混 和 し 味の ある スバュツ シユの外 淑 を1J(; へ

た 家。

I V  18 

玄 関 ポ ー チ



2 階 卒 面 |刈

1 階 平 面 | 胡

食 堂

w . 内もあまりにデコデ コせ な い ス マ ート な構

へとし皮いと云」、趣旨で

木造洋風 2 階 述、 l  階 35 坪 、 2 陪 21 士F

19
1 V  



テ レ ス

2 附 '1'. ITt i  ¥i:: ，¥ 

図

l 階 卒 而i ¥;::，¥ 

v  2 0  

。ト 官官

ノー〆〆「

T . S 氏 邸 ｃｉ［ｬｩｩｮＡ ｜Ｇｩｩｾ＠ ;fi，主 演 rfl イ刻 〉

設計施工 大手本絹住宅部

クト! 悦でも 、 内特でも 文イヒの Jl!. 1，きを多分に] 反入れて

見 ｬ ｟￦ ν とい 」 、 ｲｦｲ ｾｩ Ｇｬ モダ ［，Ｍ Ｑ沫 タ ッ プリを 羽Ｑｴ イヒし

7こ家

木 泣洋 J?! l 2 階 tt 1  ¥借 32.42 上F 2 階 13.75 坪



外 線

治:

(Pi :  ijiq' li5 ｾ，ｾ＠ 3T IU)  

骸計施工 大林 組住毛部

浩司いお 持 者さんがか Ｑ Ａ ｾｴ から郎つてのｾ， の ＮＡＮｩＡｯ として 俳 へ ら

れた日J] らか な家

木弘'd t 風 2 附処 1  ｾ苛 Ｔ l. 2 0  .TI' .  2 階 20.6 0 主l、

2 1  IV  



北 而 タ ト 淑

西 而 外 線

I V  2 2  

.-

Y 氏 邸 ( 阪 念 沿 線 御 影〉

設 計 古 塚 正 治 氏

! 日: って何単か の席上て月L は 言ったととがある。闘西の紳士が

翠ま れる位宅と 、関東に jt- ける流行型 と云っ た住 宅建築 との

[11]に l工、趣味の上に大きな相遣が創然としてゐる。

聞西地方では古から住宅に LJ : 落ちつきのある風が望まれる 、

2 階 卒 而 闘



一，牟

.Jt，、

ス バ ユ ツ シ ユ 、 コ ロ ニ ヤ Jt.. i氏の{ 七定

建 築、 それは現代の開国に住 む紳 士

の 邸 宅 と し ての 一 般 の傾 向 で あ る

1  ｾ 苛卒 ｩ￹ ｩ ｉ ｾ ￭ ｬ＠
と云っても差し支へはある主 u、。今

ｏ ｾ＠

五互に tlf:f'乍 を総介した 邸'七 も此 のmt の

建 築で 、内部に純然たる日本i : l l をと

り、日本rmに中目際、 しい 小庇闘 を圏ん

で、然も外御は純然たる洋式にマッ

チせしめた動方: 干す心の主なるも の で

ある o 古 級 疋 治 記)

木治一前後i'Vi i . f I : 凝土芯 2 階住地階イナ

1 階7 7 . 1杯 、 2 階 48. 8 士lミ

4
ψ
 

2 3  J V  



外 淑 ( 本 官 官 〉

2 附 平 日i 凶
1  I者 平 而 |尚l

タ十 御 ( 日 本 原 〉

I V  2 4  

庖

η

務

刷

工

F

中

級

竹

川

川

工

附

柿

F

設

露

骨民
草
川伊

Ｇￏ［ｾ ・ 紘の松林に南か ら 凶 へ Ｈ Ｇ るり止 悩 ま

れ m北ニブJ; 立 路 に 援 して 2，0∞i(): l:' Pの

敷地 の ｎ￭ を ｾ ｾ ｩ ｴ 北 百 ￭Ｍリ ｬ Ｇ こ 建物を ｩｴｩＧ きｩｅ

門 11東 南 に勝 手 1- 1 を北 II[ IJ に とり所r : u、

ｂＡＡＺ 接 、 食生 、 持ｾ Ｚ を 合 む 洋館 の Ｙ 卜官民 ｬ エ

トｾ ， 敷 Ｎ 内玄閥 、 勝手 、 世 ＺｲＱＱ 箆徐 立 合む

純 日 本 家 と 依 り か けはな れ な い 扱 に 軒

の 深 い ス パ ニ ツシ ユ 瓜 な も の と し、 外

!l r d¥'色 の リソイトイ 1: 上 に尾 根] LI エスパ

ニツ シユ 型 の イ ラ ボi Ml1' を窯 獲 物 も と

りまぜ て F日ひ多少の 嬰 イじを つ けまし た

木 匙洋 風 2 階 往 l  階 149. 9 主l'

2 階 8 1. 2 坪 ( 小 林 三品目:13 )



上 田 氏 邸 ( 阪忽.沿 線 中 Ul )

言主計施工 竹 中 工 務 庖

一 木一石 怠〈時代 のついた つ亡= しい 庭

悶 のードIJ l に主家と Ji ili 下 で泌 給 さ れ た

ｪｈ＿ｻｾ の ｚ ｃ 通ｻ Ｍ

Ｑ￭Ｚ ｪ 仮 ｬ こ 終った平ｉｬ風 ＡｩＡｩ Ｂ［ｾ のおちゥ告を

mなは ない考か ら外 視 を 鍛 zf 展 風 に

しましたが内部 l:t f母子市子を閲する

闘係上日本 趣 味 を ｊｌ 加 と して床 、 Ｉｾ

井 、 Ｎｅ ｾ聞の ｊ 氏 ｴ 止 を 洋風 に 致しました

平 l主主p 2 主ド 〈小 林三品jj 日〉

白 江 郊 外 部l

曾 白 江 氏 邸 ( 阪会、沿線 夙川〉

設計施工 竹 中 工 務 庖

瀬戸搾黄体i色聖路吠円割Yι3干の庭根で薄い ク リーム 色 の 外 壁

を持- った洋背，( { 付佐官で ill 物 Ji F数 は

本 家 木 治 2 階 建 96. 00延 坪 1

土 波 及 下 男 部 l者向上 i9:UU ，; '  J  115 坪

此 家 の マ スF ーは 20 数 年 も 級 IT にい られ非常な lffi 米 利 加

油であるが建築に就いても 相官? 趣味を持たれプラ ンやヱ レ

ペ イ シヨ y や門外堺装飾官1縁の商地に到るま で マスタ ーの

創意に よ り出来た様なも のである。〈早良俊夫詑〕

銭

安

2 5
1 V  



2 階 卒 而 闘

I V  2 6  

ｉ ｾＢ＠
」表乞ー



ｬＧｬＡｦＮ ｦｦｩ 茶ＣＺよ り 民 ｩＡ＾ＮＧｾ を 見る

h

i

 

F . T 氏 邸 ( 阪屯:':1白紋 卸 11)

取 討 施 工 大 綜 組 住 宅 部

精子式生活の反而に は 日本特有の ｾｉｾ

も 茶 も 試 み 皮 い と 云」、と とろ から 、

スパ = ツシ式洋官' " の離通〈と なってゐ

る茶室

木造洋風 2 階 ill 延 127坪 、維家 32主ド
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滋住吉〕

岡本工務庖

延 上F 235.213 上F

ホ ール 階 段 室

Ｈ阪市 ｉｬ￬ 位ｾｾＮｾ

地階イナ

霞計施工

木 原 氏 邸

l 階 130. 03 上|ミ

2 階 64. 48 主F

地階 ど0.77 士F

洋 風 2 階建

今
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E
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新 猛 氏 邸 ( 阪 念 沿 線 芦巌〉

外 淑

殴 計 南 信 氏

との家に設 明 を書けとい 』、注文なれ ど、月IJ に

荷物 が 何五位の 何と い」、漬物て‘ も なし 、 i累庵で

お 11<涜を 食 べた 様な* な れば 、 何 も自伎 は激

しませ ん ど うぞ御 自II p亡御 風味下 さるや う。

( 南 伝記〉

木誌を和 jえ 2 階主主 1階 24.5 上F 2 階 9.5 主F

l 階 三1" 而 l月i

2 階 zp. 商 問

， 

a  

- . '‘ ・L

制

‘

f

φ

/
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仁二コ ー 「

E 二ニエ ι 三三コにコ

ζ 二二二r ょ二二ユ

J 一ーコ ぷ二二二コ

i 二二三ご子

J 二二二コ

手前半家住吉岡氏邸

後方 2 階往 福永氏邸

同上z p . 面 白l



旦 .  

吉 岡 氏 邸 (阪急.沿線 声明 〉

縞 来 氏 邸 (向 上〕

叡 計 南 f言氏

予時として洋食 の替獲例 を論ずと雄 、叉時としてお茶漬の淡 々たる 味を

好 む。

処理I の家 、お 茶i誌のlJ1ミあ る."，否 苧を 知 らず、時 と してJUi の如 き家を 虫[' む。

乞 は る L 空 L に載 す、別 に自 慢 のつも りに非ず、 吉岡氏邸 、木必 亨I'. }，世札1

52. 56 坪 、 繭 永氏邸 、木 造 2 階正1l : 1階 38.25 主1; 、2 階 13. 25 士l'

( 南 信記〉

1前 永 丘li タト 1似

l 階 LJ 三 商 問

2 階 平 而 脳l

し ＾ｾ I  I  t:;;[. 

Q  

め
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H 氏 邸 ( 大 軌 沿 線 山 本〉

9ト W l I

三 越 設 計

木 造 和 風 2 階 m 1附 93.8 上ド ( 倉庫 テレスを合む ) 2 階 23. 5 t F  ( 倉庫を合む〉

m
w
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玄 闘

0 氏 邸 Ｈ 阪 ＺｾｉＺ 沿線御影〕

設 計 施 工 大 株 組 住 宅 部

極快な平日以趣味の家 ても ｾ ｬｩ 円を ｉ 抜

い た い と云」、 il H査県Ili から!処 ち上

っ た 家 ・・

木造和風 Ｒｾ持 ｭ 1  1'1， 64.9 町 、

2 防 27.8 上i

3 3
1 V  



争7 主t

-ー
J11比ー から 治:Jl ll 、主 人+. 、

夫 人 家、 を見 る。れ!H:登な

i出7J<に映る尽 き1じの色 、

f ヒピ

楚 々たる馬門草木 の:j Eの J'I

さ、;j' s1mの気分に1的て る

f合泣リ の J'l<:jJi: '  

IV  3 4  

4・

- Jl ¥j l) 床 に池 袋と 棚 を、

JJ l'l 松一切 で 巧 に 11 小 じ ん

ま り とし た ｾ ｗ ￭Ｚ 、 ｪ よ 人 家

lこ」・ さ: 土 しν、c



圃静

寸ヒ山の シポ) L大 、縦 塗 の 板、

杉十lEの落掛も定イ7よ りは納

そ りとし 、ネ凡を当主たる 脇 棚

I.t JJ 巴松 心木目 前 l与し 、吉 野

杉 ｊコ ＩＭＺｾ ｉ Ｚ 板 ｬ 土 ｲｬ Ｇ での色鮮か

むり 、主人: 手・

T 氏 邸 似 合 沿 線 夙 il lノ

設 計 j也村元之助氏

施 工 i憲 政 工 務 底

1  j?(i 115.37 上ド

2 隣 29. 61 土1;

土厳 8. 8 上|ユ

木必平fI風 2 階 匙

4・

八主主の茶の mJ _ Ｍ ｾは 簡素 な る床とし 、

中艇 に而する 閑に は地板 を入 れ て 雌 を 泣

き、i U也 の;伝ぞ置に l土常 に 松 風 の 音 絶 へ ず、

中島正の ｬ 主 川 砂 ｉＺＩＺｉ ｊ 、佐 ｊＩ ｾ に ［ Ｑ ｦ れた り 。
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N  • N氏 邸 ( 奈良市〉

設計施工 大林組住宅部

察当容の都に迎懸しい洋風格への家 、 おi鉾り l二裁!j.'¥jJj庁

や l採胞の般しい家に悶まれなが ら も懐古的な こ1..1血D

l寄付 をみせ 、 内部は コ y ホタプノレな家庭生活をもる

と と に 1J め た家

木迭洋I !U 階 建 l 階 59. 76 上l' 2 階 43.72 刷、

、

姉車



住 宅 地 経 営 に 就 い て

① 緒 -
"ョ

松 本 イ義 入

混i屯1= る現下の経済界に登場し? こインフレ ーシヨンは少からぬ影響を各方面に脅しに。

林式市場に異常なる費動を起し、物債も著し〈昂騰し? 二、一種の枇含不安は尚更募る一方

であっ7こ口 そこへアメ リカのパ ニツクである o アメリカの既に斯〈なる事は識者の夙に認

識して居仁成であっ? こが、一般経済界の人心の動揺は今更の如〈ー居拍車をカHへ?こl惑があ

るo 各方面より概察 して 、アメ リカのパニツクは我閣に劃して著しく悪影響を及ぼすとは

思へない。年ろ関内の一般の行詰りと 、微温的インプレ ーシ ヨンの念激なる強化の 不 安 (

デフレ ー シヨンの絶望) と 、一般担j 勢階級の厭世的概念使峡し中流階級の現資本主義経

梢規構に基〈首然の波落とは、我問は素よれ如何にしてこの難局を打開すべきか。共産

ロシヤを除〈全世界の心痛事[ で、将来の推移 、即ち好縛か、現欣維持か . 不況激化か 、1 年

後 、いや 1 ヶ月後の見通しを付け得るもの 、は1= して幾人あるか頗る疑しいもの1 . : と思ふ 。

。o 0  () 0  

j析かる 'I)ij・勢に際して住宅地の経営は! ! 如何に庭すぺきか。インフレ ー シヨンに伴ふ所謂

換物熱、殊に不動産への資本の移動は昨今 回売しい傾向 fごと聞〈 。なる 梓住宅経営地も共

ｩ 徐放を受げて＿ 走 塁分かは立直つに ｬ 惑がある 。 ＱｾＧ がこれは 一 時的ではあるまし、か。 一 般経済

界が民の好景気に遭遇してこ〉に始めて経営にも宮員2 なる殻展を見るは勿論である 乙徒ら

に一時の小康に安んじて将来に備へす・百年の大計を誤らば一度ぴ不況激化せんか 、 その苦

痛f二る や火を見るよりも| 僚かである o 上述の見地に於て住宅地は如何に経営すべきか 、以

下少し〈政見を述べて見? こいと思ふ。

0  住 宅 経 曽 地

先つ住宅経営地とは如何なる規範の下に定義せらる ミか之は種 k の論議も生する であら

うが 、私例人としての見併を示すならば.

住宅経営地とは一幹の住宅部落を一定の地域に集結せしむるを目的とする分譲地である

即ち住宅街を建設すべくある地域を整地し、池宮に分割の上之を分譲するものである。

狭義に之 ｾＱ ｦＣ轄すれば不健康にして騒音激しき大都舎を逃れて、安伎の地を求めん と す

る人 k の矯めに 、主として郊外の地に住宅街を造成せしなべ〈分譲するものを帰するので

ある。放に次に示す様な各種の僚件を具備せなげれば優秀なる住宅経営地とは見倣 し得な

し、。

37
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0 環 境

ft 宅経替地はより良事 環境に恵まれなり ればならぬ。

例へば 四 国の風景に富むとか 、 叉は眺望良き土地とか 、四 季ｾ通じて気候温和で然かも

者s舎の: 煤煙や座咲の降下範聞外にある とか、交近の使良〈 、保健 lこ油し、子弟の教養」か

ら見ても良好なる土地柄であらねばならぬ。

これを要する lこ住宅を郊外に求めんとする都合人 の欲求の根本を究めて 、共れに適合す

べ きよき環境を有する土地主? 選ぴ経営すべき性質のも のである。

0 道 路

郊外生 ｩ ミ宅経営地の泊Ｇ路は之を各経営地に付て ｆｊｉ ， ｪｾ ー して見れば 、 経営地全面積の ｬ 書IJ 4--. 5

分が普通とされてゐる、中には 2 割或は夫れ以上も之に割愛して居る経営地もある o

道路網 として の其形式は放射式、碁盤式、放射及碁盤式併月] などがあり 、共の地形に依

って停留所或は共他地等の口棋に向って放射式による道路を設りるのは各匡剖が地伺上所

謂鬼門、裏鬼門 lこ抵腕する司王少 〈外観も亦立i反ではあるが、道路に要する面私カ2兎角不経

済に陥り易〈 、各匡剖おj も不規則となり平地では此式のi詮mは一考ーを要するものであらう。

更に規則正しい碁盤目式道路割は 、一般 に所要道路面積も経桝的で匝制も方形 となり、

買り易〈通行其他も却て使である 、 叉全悼を碁盤式とし其一昔 ｪｬｾ 放射式ノ ｬ 、 直剖としに商業

地慌を擁せる所謂折衷式とも云ふべきものも面白し 、。然して普通通路を区分して主要道路

( 主幹道路) と補助道路とする。主要道蹄は経営地の主要部を貫通し、一つは経営地外との

連絡道路にして 、云は Y 経営地の大股脈であるが放に最も意を用ふべき道路で 、共WI 員も

環境に依って相遣する のは勿論であるが 、5 間乃至 15 - 6 聞を必要とする ものである。歩

道と車道の仮別 、街路樹、総樹士也市、夫れに出来得れば相官なる jrl 蛙も必要である。然し

歩道車道の郡部首「しきを得れば、道路! 陥員必するしも夫れ程肢からすして共の目的を主主し得

らる〉。

即ち同じ Ｖ 問幅の泊路にしても自由，車等の辺行繁 ｾｲ ｬｽ ￭ は Ｍｺ� ｪｦ 申，， Ｑ 員を雨側に ｬ 間宛とし Ｎ

車道幅員を 4 聞とするも 、前応街等の如〈人の近行繁き所は歩道を 1 間竿とし、車道を 3

聞とするが虫fl き例で ある c 間接ではあるがドライブウェイ 、或は産業道路に連絡しに経営

地はこれにりでも 版官政策上大きな武器となる諜ピコ 次に有I1ll)} 道路は 2 間乃至 3- - 4 聞の

叫員で充分で 、成可〈幾筋も強設すればする程迫路網はより良〈なれ ｾｾｴ リに角 地 が増え

て賢慣に影響する底多大である。

何れにしても水排 り良さ側慌を 必要とする事は 論そ侠＿こな ｾＧｊＷ ｫ 排り の良 〈ない所 ・ では

' : - : J I ' i ; 式側溝とするも可〉。叉各交又思li の隅v 切りも是非欲しいもの1:: 0 ぞれに道路網を考在し

て要所要所 には終夜何灯設備も亦必要である。



0 匡

匡割は各経営 地で夫 ｫｴｾｾ 準を規めてゐる 。 ｻｙ Ｑｊ へば小住宅叉は所謂勤努階級向には 百 坪以

下五六十坪を棋準として居る所もある。叉中流住宅、 ノト別荘、或は悶園趣1¥未生活向には 100

坪乃至 300 坪位迄を標準として居る底も ある。更に犬邸宅向には 300 坪以上を規準とし

1，000 坪位迄E主主IJ して費出して居 る所もあるが 、之も経営地夫れ自鰹によるよりも環境に支

配さる〉ことが多し、。

0 衛 生 設 備

飲料水として水質良き井水 の 湧 ｉｉｾ は経営地にとっては大いしに強味である 。

上水道ーの設備は建設すべき家の7象定戸数. 附近111f t寸の胤係等 にて其の公的性質上地方憾

の許可を嬰し採算上に も一定 の限界があ れ 小 規 模の経営地では採算上敷設不可能で、チlニ

7kが飲料水としての不適は確に経営地の致命傷で ある。上水道設備は源泉を i1if7 k . 地下水等

に求め自然強過或は人工憾過をなし、自然又は人 l 犀力をカ11へ本管支管を通じ各戸に供給

するのであるが、源泉より本管迄は大抵共工費を経営者側にて負婚し、本管より の分d伎を

各戸にて負推すべきが普通とされ 、従って資金の国定英大なる矯め 、完全なる設備をなせ

る紅借地が少いのも無理はない 。叉各戸 の負婚も都合と 比 レ相常重荷される ので、上水道

敷設上一陣碍をffiiit することは事貨で ある口

下水 設備は土 地高燥で Ｑｎ ｾ 滞のみで自然排水し得る経営 地も あるが、平 地で は側摘は勿論

下水管を? 敷設し、適度の勾配と完全な る市f桝( 舎兄iつを;Dどり 、共の解決を降j:l:j 多量のl緊逆流

するが主 ｮ き裂 の ない地貼に求 め な げ れ ばならぬ。吏 に ｗｾ 廷を奪はれに都合入 力 引 ｼイ ｉｉｊ に あの

郊外 の 紘浪き 景 色 の ｉｾｊ きに憧れて出 るか 、 ｻｪＺ 宅経 営 地 の過 度 の 緑 化 は 保健 衛 生 」二 必須 の 問

題で あると共に精神的慰安である口平地に 於 ては無論の ことで あるが 、海遊でも山 の経僻

地 でも樹木 の ｾに防火 地帯 をｬｉｔる事にも な ｾｩｾ う え Ｇ のー ｬ ニ から も Ｊｴ ｩ 構である 。

0 文 化 施 設

電灯 、電熱の供給は言ふまでもない が都合人として瓦斯施設の要求切なるも のがあ り、

経営者側としては、多少の犠牲を初Il つでも施設 し得る可能性ゐら ば速に之れが促進に散 さ

ねばな らぬ。

0 交 逼 機 関

交通機闘は経営地にとっては貨に生命制 に該賞する 。如何に 土地が静かで、住tt 陵地であ

り、風光明細であ らうとも交通の便に欠〈る底があれば住宅地として理忽的ではなし、。 よ

し交通の使はあっても 停留所か ら飴りに速か らする 、夫れに蓮仲も可なり頗繁で所要IF-J IUJ も

3 9 'V 



数十分以内 、然も都舎との往復交通費が嵩まなげれば中流向叉はノj 、住宅向住宅地としては

まあ過賞? ごと 言へょう 。

0 土 地 付 住 宅

従来小規 模の土地付住宅の販賛政策をとって居る 所もあるにはあっ? こが 、近来各地で繁

k と住宅展が開かれる ので其の成績に鑑み . 所謂話通忌;五ゐ土地付販寅 ル ー種の流行とな

し その手軽きと低廉 さにすっか り近代人の欲求 に、適合して 、可なりの責行を示し、各経

営地でも夫 k 珍趣1] ，¥えを凝らし血眼の有機である t

庭が この既製住宅が一つの標準 となり 、これ を楽落散在式に建設 すれば迫 k 経営地全部

の住宅が綜合的に表現せられて、統一あ る理想郷 となる恨源とも 、導火線ともなり 、経営

者側も期せす・して共抱負を賓現せしめる結果となるの? ごから正に一石二鳥ピ。

然し これと ても相官に定見がなりれば多〈建築に手を付げ では失敗するものに 最初に

都合人 の紫闇七、麗しき田園都市fごと 宣停もし、期待もしに理想郷力 2いつかな之を? 裏切っ

て百鬼夜行式の薄っぺらな文化村になり肱ピ。

0 社 曾 的 施 設

住宅地には其地方的情況に依り之に適合すべき各種の施設を持7こねばならね。

例 を禦ぐれば子 弟敬 養上幼稚闘 、 ノ ト 号待校 、 遊陸 ｼ 刻 ￟ 等ｾ始めと し日用品底 、 料理脂 、 食料

品J占等. 居住者相互の親l位、合令共他のf誌の倶楽部ハヲス 、共他! 諸院、郵便局・理髪庖 、

美粧院、保安上巡査駐在所 、叉は夜笹常置 、消防設備等々である 。 これ等の内経営地桐l径

の適切なる ものを大な り小なり設け 、居住者のE誌の使立と保安を謀るべ きである。

然し之等の施設は少からぬ投首を必要とするわりで充分宜現しf号られない場合が多 いか

ら・従来の経営地では居住者も日 k 共不便佐! . g，じ . :1K ら〈底付 〈人が少なかっ7こりれど 、大

規模な経営地では近来斯うしに瓢 lこ相官;力鼎を入れ る械にな って米? こ事は喜ぶべ き現象Tご

0 物 債

所詐j郊外では一般に都合 と較べて物慣が高いと 云ふ事を耳:にする o 然し それは庭に依り

り りで閥西方面でみても、同じ京阪聞でも 、阪前11
1聞でも 安い底もあれば高い底もある o 始

めに経営者が夫 k
取締り をや れば或桂度までか 〉る心配はなし、。現に居住者各自 の自覚 と

相倹って不良商人を! 強逐 し好成績を上げてゐ る鹿は幾等もある。 7ごが物資の供給地と 遠隔

になる程自然高倒になるのは首然で、経営者側も大いに心す可き事fごと思ふ。

0 建 築 業 者 の 進 出

こ〉で若し建築を武器とする建築業者が白らその土地経営の陣頭に古る としにならば、
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共の完備せる設備と優秀なる技術を振かましてス マートな間取、 素晴しい外観、然も工費

の至販 さに自由自在の活躍 をな すに相遣な い。濁特の計聾に基 〈既製住宅の出現は基より

枇舎の人k はより安んじて建築の依頼をする事が出来、 移住者ち激増する のは必然で、正

に其の稜展は別目に値すべし位宅地経営界の革命に相官する。

質際叉そうなれば中流若は夫れ以下の階級の人々の受ける其の恩恵も多大であらう。

斯様な見地から建築業者のこの方面への新なる進出制欲迎しなげればならぬ口

0 責 却 方 法

即金賀却と 割賦苛去fJ とに匝別する。 即金は一般に最初契約の際費債の幾割かを ( 普通 2

制〕手附として郷込み 、残額は所有機移特登記の刷受渡をする。

割賦は同じ 〈最初契約の際資債の幾筈IJ( 普通 2 割〉を内入とし、残額は 3 ヶ年. 5 ヶ年.

7 ヶ年、10 ヶ年或は 15 ヶ年の宇ヶ年賦挑叉は月賦梯 とする方法で、年賦金 に利息、を付け

ら( 年 8朱乃至 1 制が普通である〉れて居る。

其他特典として乗車なを 出すと か、一年以内に建築すれば地債の何割を割戻しするとか、

或は景品付費出をやるとか 、極 k 宣停材料として一般の赦心を煽っ て居る 。

次に即金及割拭責却の賀行成績を私共の直接闘係せる経管地のものを参考 として困表に

示せば次の 如〈 なってゐる。

瓜

H o;" 

0 宣 傍

住宅経営地の宣俸は 、絵り派手な !t貰告は採算上のM制係もあり度 k 出すわけに行かす¥ 却

って効果がtlJi.いも の1:.' 口

矢張り共の' 性質上絶割にインチキを排し 、真面白なる手段方法 を選ぴ 、あら ゆ る機関、

機舎を摘み時折に趣向を鑓へ て絶え間な〈 宣停す べ きも のTごと思ふ 。

即ち其経営地の特 徴. 施設、特典、住宅展等を宣体材料とし一新聞雑誌の腕告、ポスタ ー

の電車内吊下、 ピラの散布、パ ス内吊下げ、立 札、看板等により少〈とも共の経営地の存
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在が一般の常識となる迄 宜体 すべきである 口 但し共ねらいの的を外さない事が最も肝要 Ｑｾ

0 原 債 と 責 債

土 地 賢慣は大館附近の時償共 他 の振合の 関係で ＱＡ｜ｾ ｛Ｑ 昔 ｔ よ 値 段は 付 りられな い ｯ 又一 ｉ 釦 ー 採算

に合はねばならぬ。其の算出方法は引受慣格叉は買 l民償絡に道路頭代 、道路築造費 、区制

油 成 費 各 種 施設費、宜 鰍 等 の経営見込額、金利、 鮒 鱗 一 切 をカ僻して原傑とし之

と相官の利益 を見込で卒均貰債を制出し、これを基礎として各階級に分りて決定する性質

である。

所が所在地の場所柄にもよるが四国 、五回! などと桁の低い費出し地がある 、大概後から

後からの頁携金責めに大抵の買主は参ってしまふし、結決高いものを買される事になるわ

け、つまりは道路も上下水道も一切の施設を完備して 、賀 聞に加1

1床し7こる経営地
t: ' 賀ふブJ

が顧客に取って差首り少 k 地悦が高い様でもうるさ〈な〈て其上負路金などにがれまされる

事 もな〈却って安し、かも知れない。

① 結 論

これ を要するに住宅地の経後なるも のはj此合的意義の重大性に 立| 則して取掛 らなければ

ならぬものにo 徒に採算a を主 とし、営利のみじあ こがれる事は経営地の経営方針としては

考ふべ きことで ある o 倒ら 〈イIIJ れの階級にも その柴闘の地?こ らしめ 、共有共祭の真の質を?

母げてこそ 、住宅地経営者 の上に大きな意義がある詳1:: 0  ( 三 月十 二 日制 〉

某 邸 茶 室 前 栽 の 時
〈設計施工 大林組住宅部〉
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"日

清 ｊ ｾ＠ 柴

筆者の立場 、中産階級以下によき住宅 を提供し1= い技術荷 としての，合願から 、筆 者 は -

[11，年末以来中摩時代 の同級生を誇 らひ/J、全1: 宅 1:] 賦提供の小合iltl: を傍 ら経営 して居る。 従

て雨怯的の立場から JW論は手緩い fほめるを克れな い事を御断りしておき? こ し、。

現 在 の 小 住 宅

日本の現在に就て中流以下の住宅守分類すれば 、農家を月 IJ として大部分は在来の貸家型

であり 、一部分が所謂居宅( 占有者所有の位宅〕であり 、極く 一部がア パ ー ト型のものであ

ると思ふ。公合、社L宅 、等は経' 昔の主惜が奥るものであって型式は前三拒It のイ司れかに属 し

て居るも のである。貸家は レディー メイド であり 、居宅 は出有者の意|品|にl位じて建てられ

?こも のであるコ

現 在 の 貸 家

建物t芳賀は閥家的事業である位の11[f. 念から 、体予kの所有地にi ! . t 製的に貸家経営をやって

居 る大 中費本家も相首 あるが 、一方商科廻 に採算して短期の投費をやる 所古田小家主が非常

に多し、。殊に それを見越して併祉に建買をやる投機者流の多いには鷺〈 。

一方土地を貸せばイ ｩｉ 士山法により殆ど 買っ ＿こも同然にと、土地ｾ多〈持 っ て出乍ら家屋も

建てす貸しもし ない ｩｩｪｦｪ 主な 地 主力 Ｒ 居るか と思へ ば 、 地 ｉ 租 ｾＵ Ｑ Ｈ， 、ても 地位 の 五分以上に廻る

と云ふのでr J f ! 詑の建官屋に貸しに掛伺、地代の昨りを取 れこ行〈先が分 らな いで困って居

る慾張地主も 居る。 中に は思惑で土地 を買込み 、銀行利子を支初Il はぬか ら貸す事 も出来な

いのもある 。 間家或は公共匡惜はＡ宜抜高率 の ＲＵ 地税を訟 ｉ ｾ し 、 滞納 者には ド シ ド シ土 地を 淡

牧して後段の小住宅経営の敷地に充賞すればよ いと思ムコ

短期高利廻投資の間的物? こる貸家が住宅として諭す' るf削i ' t のないは勿論であるが 、最初

に翠げ?こ現在の民間目な貸家総管 と副[ も、日本の銀行預金利手ーがま ? ごまピ低下しなし、限り

よ寺住宅を提供する投資事p算に合はない事は識者の夙に熟知せ られて居る事であら う。

中 流 階 級 以 下 の 住 居

月牧 の Ｕ 分之 リ う 王 Ｔ 分之 ｬｾ 住居費として支出して居る現在 の 中 流以下の無産俸給 生

活者は 、 こ の 住居問題を果して自 ，ｲ［ ｴ して居る ＱｾＧ らうか 。 好 景策時 代には拘束 の 増 牧或は 積
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財に多少の望みがあり従って現在の負憶は意に介して居なかっ? こかも知れぬが、前途に何

等の光明を認めぬ今日恐ら〈止むを得なし 、か ら出す の一言 に輩 きる のではなからうかと思

ふ。 しかもその住居?こる や他の衣 、食と全然バランス が とれて ゐない o むしろ伎に劃 する

不満を衣食の上に 憾裂きして居 る翻が ある。 これでは世想、が 日を迫ふてウスツ ペラ になる

の も無理がないであらう。

建 築 家 の 責

伊 校出 の 建 築 家に は ＱＧ ＱＱ 予 ｾｔＱｲ ｎ ｉ ｾ 高 崎 重芸 術家 主 Ｇ ＡＮ 或は 純技術 家 型が多し徐りに ｴｕ Ｚ Ｑ 谷に超然

?こりし結果が或 る場 合には{日l人の主主燥の一千助げになっ? こ り、 叉営利本伎の事業の( 児仰にな

っ1: 傾向 がなかっ ?こと も云へぬの近時諸 種の耐:合問題が論議せ らるる に至っ て、民利増益E

施設の木鐸 を以て任す' る建築家が相 官;現はれて 予td このは喜ば しい事 である。更 に民衆愛に

生きる 若 き建築 家の多数出現を期待し?こいも のである。

共同住宅、ジードルン グ等はやすと 云つ でも や り栄へのあ る仕事 であ るo 叉ノト住宅問題解

決の方法として一手作重大性のも のであ る事は論を侠1: ぬ。 しかし例々 の小住宅の需要 も叉

枇 舎革命の行はれぬ限り 氷結す るであら う。

こ の 仕 事は一見 何とｻｾ 見 事 柴 へ のせ ぬ叉 、 如何 に多数建築家の手 に 快 ＿ こねば 出 来ぬ Ｑ 従 事業

であ らう。阪示11
1聞の山手が如何に住宅様式の展覧舎を賀現しでも 日本が世界の柴ことである

事を揚言出来 なL、。 それよりも都市の近郊に存する芝居のE告書IJ か、ペンキ屋の者版然1こる

存在こ そ我等建築家全部が責を? 負ふパ寺岡辱ではなか らうか。

小 住 宅 劃 策

小住宅の 内貸家型 に局するも のは出来得 る限 り共同住宅 、或はジ ー ドルング式の もの と

しこれ を園営 、 公営 、 或は大資本 の 園家的永 獄 事 業 とす る事は先つ ｕｾ ー祁の僚 件 であるが Ｎ

この問題に就いて は ここに は間れなし、 。ずくに伽l人小tl ・宅問題であ る。

先 つ

1-性t: 宅は家族1数設に!肱惇じ?穴: 幾極力か， の棋 i準l宇E型をを? 建築協合官首; りで研ラ筑工して、 桜:準仕様書付 で程表す

る。向建築協舎には常設相談所を設り て舎fi 義務として交代 に一定時間相談にlE す・る。

資 金は銀 行 、信問中[1令 、保険合f止等主? パ ッ クにする o 大関本人 の信nJ を基 とし、場令 に

よっては本 人の勤務先に於てこ れを保殺 する o この即日こ就ては 日本の現在迄の銀行の多 〈

は飴りに物的措保に 重きを 置 きすぎに結 果俸給生前者の味方ではなかっ7こ。先年のパ ニッ

クに際 して物的措保のみの ? こよりなさ を白魔 し1:様 であるが 、米にこ の方面 まで遊山 して

居ない慣がある。

小 住 宅 需 用 者 へ

最後に小住宅所有希望者に 一言 し7こい。月牧の 5 分之 1 以上の住居費 を終生支出して 、
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しかも衣食t l-: の村Wf島Jの とれない生前を改 めるのが目的で あっ て賛深 をする局にでは断じて

ないのである 。先づ と-の程度の住居費経常支出てイ司年間 に幾何程の分割桃に棋へ得るか を

充分研究する 必要があ る。佐居費経常支出は草に元利償還金のみでは ないロ家尾税も火 災

保険料も 修料費 も要 る。更に間接には電燈料 も燃料費 も場 合によ っては女中の給料支出に

も影響する 。 それ等の7象t，[ が/+¥来 て初めて敷地 、間取、民さ 、措造、外観等が決ま る諜 であ

るっ これ等に ついて挙者は若干 の意見 を持っ て居 るが長 〈なる の を恐れて ここに は只元利

償還期聞を十五年伐にすれば、現在の銀行利子を支拶1;つで も可能性の充分 ある事を附加 し

て置 〈に止 める 。 日本の現在の桜な 白茶々 な々 生前AA態では11li j k の家庭に先づ生活様式 に

型せす る線本方針を樹で な くては 、 '1
1
流以下の俸給生前は '1i. '定しなし、事はrl -Iす迄す ないが.

これが決ま ってゐな い人 が位宅をf9i・有[ しゃ うと 云ふのは間違って ゐる。 これが舵立してゐ

る人程性宅は合理的に 出来 、又 それに 11-: む人に手十三耐を粛すも のであるが. 然 らぎれば反釘

に性宅を J4 っ と与は、事力;11: 々にして その 人の生前経桝を破滅 する !京l却になる司王を FI-I述 べて

世き度 L、。 只人 生如何 なる人も牌米の7象臨li を請さ ないも のがあり 、尚一ー家庭大鑓晶 、特到j 、

失職等の場介石?考慮に 入 るる必要があ れば成る べ く平凡な、成 人向 の (t 宅 をl i ¥つべ きもの

であら う。

結

ろゐ .

a岡

以 上の趣 旨の もとに 賞際運動を我々が主張 して や り度い ものである a これは我 々にけで

は無論やれ る ものではなし、 。矯政者も 資本家 も一般大主役'b *，1{J!. てが買 に枇舎の幸踊の震にガ

ツチ リ組合っ てやって行かなりればな らぬコそ の一部 が絡に付 き出して現 在の如き貸家ヵー

ラ Ｒ さき の 時 代 に賓行 さ れたならば 如何 に 頑 迷な 地 主 、 家主も 必 ＱＢＭ永 い 迷 ｾ Ｇ Ｚ か ら 目 覚め て 、

幸 い安普請の改築期は可な り早 いも のである のが よい機舎となっ て、吾 人の理想、が着 k 質

現する時代の近づ く事を期待 するも のである o ( 終り )

住 宅 の 経 湾 的 な 設 計

建築 費 のーlーから 見 て、羽 路 を 少 < ｌ 、不 要 なと と ろ を 省 き 、 押入 を ＢＧｾ ド にと るな ど 而績 を 狭 く し て

なる べ く効 果的 に生か す こ と で あ る 、 今まで の Ｍ ｉ ｈｬ に 奥 行 牛 聞 の Ｊ な どは 時代 遅 れ で 、 八盤 以 下の瓜 ｾ ｾ設

な ら奥 行小 川 の床 など は時代遅 れ で 、ぺ盈 以下 の座敷な ら奥行 1 ) ミ5 寸の 床で 十分で あ る。織 部 床 に す

れば段そ の ものを床 に 使 」、とと が 出来る 、 日ｾ・ 生 活 の ｊ ー から 見 て 、 ｩ ｩｬｩ J!l ¥の よい干 う床下 に命 綱 を張 り、

床板 をぴ ちっと張って おり( 1' 、大! i i1除 の 時 下 を怖 く必要も な く、奥様 と女中 だけで大 野i徐が出来 る し{iJi

利 で ある 、それか らな るべ く部局 を小 分け に しな いで 、ま とまっ た一 つのms .t誌を さま ざまに使ひ分け ら

れ る宇う にする こ とであ る。〈大 阪市 立 税 局工 業事 校 総谷ヨl _ 郎氏談 〉
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住 宅 経 管 地 の 種 々 相

矢 田 鍛 蔵

口

者1¥市は原則として居住一労働一飢柴一交通の凶者が!:Jz' 全 に行はれる べ き鹿でなげればな

らな いが 、最近の傾向と して都i li に大部分の時間をお くる 人も兵その居住地を郊外に求 め

むとしてゐるのである コ従って郊外の勝地はそここ〉とな〈開拓せられ 、区栄lJせ られてそ

のj怠女地の上に争犠の家が建てられつ h ある現;1) 、から 見ると、これらの経営地の中にアパ

ー トメン トハウス或はジードルング等の集合家屋の 川現するのも速いことではあるまい。

恒三宅経営 にはその土地と家屋の経営によって 、居住者に新鮮なる益集と 、明朗なる太防

を興ふるのみなら宇都市の人口ぞ合理的に分散すると共に . 家照 を? 合理的に集合すると云

ふ重要なる意義があると思ふ。

口

住宅経営地内の道路は単に交通係先; 等の矯めのみな らす¥ 街路樹を栴える ことによって

路面に影を興へ 、 空気を新鮮ならしめ且全鰭に ｪｬｬＺｾ の 外聞を奥へるものであるから 、 その

帆員等 もなる べ <J Dn 採る と共に路而積の全地直に1討する比察も理組を云へば 2 0 % 以上

をとりたいと思、ふ。
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次に道路の路線型 にも色 k の別があるが、普通行はれる 整候型は宅地が整然としてゐる

の と建設に技術上の困難が少いので普通にmひられる型であるが . その主要なる遺跡は束

内を避け て多少傾げた方が効果的である。放射型路布。は交通運輸の経済と美観 とを持つが

それと同時に 、ill 路聞として相訪 の敷地を要するから ‘ 経也、地の地勢によっ ては似めて}II :

固なものになると思ふ 。

この外に環H犬型及以上の折衷式の型があるが何れも利害がある。要はその皆縦士也の特長

一一地勢のアク セントによって決定すべき ことで あっ て、海岸地ならば海岸線を生かして

それに沿ふて主要道路を建設するのが普通であり 、叉丘陵地であれば或は放射型に倣つで

も面白いと思ふ。叉同じ丘陵地でも段階AAをなし1=念作fi 斜の経営地は、敷地に 高低ができ

るから居住の上に色 k の問題を生じ易い? こめ . なるべ〈避け? こし、と思ふ》

口

住宅経営地の内には ‘ 道路の外に自由空地を多分に持つ こと が居住者の保健、娯紫、保

安上 の立 場から も必要なことで ある。家屋を密集 して建てることは不快なこ とであ るから

経営地内 の住宅はその建坪に於て敷地の 3/ 10 位に止め しめて 、空地 を充分 に残すこ とが



経営地金悼を＿どれほ ど 立泌にする ＱｾＧ らうか。それは音柴に於げる休止符の滋 な もので 、 家

を一杯に建てない庭に全胞として の慧義があ ると思ふ。

口

住宅経営地はその道路も共に 全惜金一つの芙矧 j 山医と考へて、そこに建つべきものにつ

いて全憾の綜合的美を表現する綜に すべてが計 書. される ことカサIJ I: 要である。

Mtl : 者1こ不快の念をいにかしめる桜な式のも のは経J当地の家として JI ) . 締る必要があると

共に、建物の階数も 2 階位 lこilil J叫することが必要であると忠ふ 。

幸にして土地の経営者と 、住宅のそ れとが同 一人である場合には比較的無難であるが 、

然らざる場合 に於ては 以、上の事は全 〈正反射の結果を111 < ことがあるから 、経営者はこの

黙に充分の閥心 をもつことが必要であると思ふ。

口

住宅経営地の設備としては上下水道を始め、血検成理 . 共他建築に闘する附帯設1JIt iの

切が完備せるのみならす・そ の外に居住者のにめ の運 動 、娯楽 、枇交、修費 、保健、保安 、

教 育等に到する設備を具へることが必要である 。

且市場共他の設備を通じて、日常の物資並びに都市の生産する もの も簡単に居住者に提

供されることが必要で あ る。何となれば郊外の住宅経管地は都市に附随して成長 する 衛星

の様なものであるから 。

口

以上は大館商品としての土地及建物への断相であるが次に経営の白棋である正賞なる利

潤佐賀現する手段として一般民裁をしてこれを購買せしむる技術即ち販費方法に就いて考

究し一定の主義政策を以て進むことは経営上極めて重要なる部分である。徒らに他を模倣

することは経営上に於て成功 を得る 所以ではな い、殊に現代の如〈整備しに経済、機構にあ

ってはその ｊｕｾ 賓 方法も ｔ こえ子 製 ・化殻反しつ〉ある。例へば販管形式についても支挑方法と

しては1! 1l 金、月賦、年! 拭及7HtZE金融式或は住宅組合等のものある。叉土地及住宅の紺介宣

侮方法としては線化田園都市、理想的健康住宅地、保健衛生的理想郷等叉住宅! 事資金試作

展等々1IJ lの自の様に鐙紳反JII J して ゐる 、放に住宅経営に従ふ者はひろい限界と土l旧民なる う伝

見及出111符なる計葺とそしてこれを機舎を? 捉へて熟慮断行すべき熱意とが必要である。

口

住宅経営者が単 に土地を賀却する のみ ならば丁度 iHふりに下駄にけを貨るのと同じで湛

Tご不親切なる方法と言はねばな らぬo lWち今一歩進めて傘… … 等と云ふ具合に共第- Ｍ ｾ ｾ主的

イ ｬ Ｇ 宅に就て 常に親切に考 ｬ 訟を ｩｾｬｬ ふ必要がめる。

故に? こえ十民家の趣味の動向をどえすると共にそ の時代の経憐 J伏態及民家の購買心理念も

研究して一般の需要を喚起してゆ〈ことが必要である d 多kにtl :宅に附する 一般人士の趣 味

は或 一 ー 定のｾ 期を 以て進持してゐることは絞漕統計或は試作度 一 等によってもｉｩ ｊ 告そ の 動向を

翻察することができるのである o 占拠言 すれば人々は如! 日! なる こ{-: 地柄家柄を求めんとしつつ

あるかを先見洞寂してこの欲ぶを充すべきも の を? 調子下一研究してこれを? 低厳に供給すること

が住宅経営者として考ふべき原則の一つであると思ふ。 ( 8.3・20)
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土 地 経 営 者 の 親 た る 住 宅

大阪近郊士 i也株式合最上

専 務 取 締 役 f傑 原 正

土地住宅の経管、施主の望む建築工官 、様式， /i 日取り 苦手に就て何か;世見をとの flll せは有難〈

御 受 け 致 しましたけれ:J l : 素々 f支術家でもな い私共に経っ た専門的例 II ( I : ある窓見のあらう筈: の

ない事を御諒[ 併願って縫かに 感 し得た素人臭 ν 執筆を必ず次第汲め断って置きます。

ま住

fj 二宅は健康、活動、手11梨 、徳性等家族全悼の心身を支配し 、延ては是が枇舎を支配する

と迄も謂ひ得らる〉極めて重大な意義あるにも拘はらす寸斤角の持資も 、折角の化J事も t七い

に油用され＿こ範囲は甚ピノ ｪ 、さし、。就中下唐人士の住居は却て ｦｾ［ 化の逆現象をなして居る。

今日自余裕の ある人の生活を見ると 、食ふ革? と衣る事に到しては伐の限りを設しながら . 住

いに到j つては全〈無制心の枝様で ある。吏に徐絡の少い生前の人 を見ると必要の程度 {e/也

へて衣食に の み重きを置き、生 前の 不足全書 Ｑ｜ を ｻｪｊ ＮＡｩ ｉ Ｇ｛｟ ｾｉｐ し小 ｪ りて Ｎ ｩｩ ｾ て心身を 毒 害する践

を三 世 としなし、 。 素より住宅は他 の も の に比較して多額 の 経ｾｾｻ･嬰する事から 、 先づ後廻し

にされるのが普通ではあるが、ｻ土ひは ｙｩｌ に惑暑 ＩＡｬ ｾ 写を凌ぐ の み の Ｉｉｊ でない .. h，柄を思へば、「

毘の文化生前はより能〈住む事」であらうと考へます 。

。

其住宅敷地の選定一一ーは人 の境地や職業に依って一誌ではありますまいが 、一般的に 御

注意を? 喚起しTこい のは ( 1) 近所に危I;念物はなし 、か ( 2) 街生上有害なものはなし、か (3 ) 近 所

が騒がし し 風 紀が悪ろ〈ないか ( 4) 交通の不便. 道路巾の不足はないか ( 5) 宅地として

池首な雨宮Iがあるか 、諜度はどうか。
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【註】 位宅として何程のl白i績を要するかは一般的に絵程六ケ敷し、が . 東京市では 1 戸首

て 20 珂三以内、大阪でも羽生1'- を出でないと云ふ事で誠に小さなも のであります。段家な

どの賓際を見ますと 、地方によって 芸はあ るが 200 坪から 400 呼の聞を上下して居ます。

平均 250 坪 fi r . と見れば間違ひない様です。敷地の徐り小さいのは誠に非街生であれ不

快であります。同 ゴj'( の遊び場もない様では思はしからぬと 作 じますカヘ叉徐り大き過ぎ

ても不経済ばかりか外脱に御迷惑となるＦｾーもあります 。 は米等に於ける ｲｬ ｬ 園都市 の 研究

者や衛生事者等の一致しに lE見では 、1 人首り 40 .1:'1ユ伎が油常? ごとされて居る様です 。

先年失問ilXl向が援助して 500，000 戸. 純計 1 応' 5 千ボンド の経伐をかりで建てると云は

れに住居は 1 エーヵ ( 約 1，200 坪) に付 12 戸の割合に敷地を官; て? こと云ふ事ですから ・1

戸首り 100 坪になります。私共が宜際に見る多〈の御方の希主主坪数も殆ど之と前後しに

ものばかりで 、出来上つにものに何の不始末も記、められない泊1: から押して 、100 昨前後



が標準として遁首かと信じます。私共の経営地 |仮和上野芝向ケ丘、桜ケ丘、葛の葉千

校の荘など総て此の標準に依って 、 l 地区 60 坪前後とし、2 地区併せて 100 上下任意な

御希望に添ふ様致して居りま す。

ＨＶＩ 排水 、 飲料水 、 日 首りの良否 ＨＷ Ｉ 危険な佐世でないか 、 ｉ ｾＢ 定しないさ ｉｉｉ 地でないか ＨＸＩ

障者 . 取校等の便不便。

等で経営者 として の私共は叙上数々の事項を探〈考慮に容れ全きを期して居ります。

。

住宅の計重一一詰り「プラン ニング」と云ふ大悼の問 JjX，構造、設備等を極め るには、自分

の家を建て ようとなさる〉御人自 ら鉛筆を取っ て碁紋日の j{，'.紙に 書いて見らる〉が宜 しい

さうすれば自身の心持や希紫を正し 〈極める事が出来、明瞭に現はす事が出来ます o 1象算

何陸 、組、坪向程と凡その腹積りはあっても、自分の家に封する希監は誰しも不伺 l.lIf に大き

〈なるのが普通で 、間取りや方向など色々 の貼に望みが盛んに矛盾するものでありますか

ら. どうしても自身が鉛筆を持って何分のーと 言ふ縮尺の闘を書いて見ないと心持ちが定

まりに〈し 、。叉定まつに考を持っ て居られにとしても建築家や棟梁に 口でばかり注文 しで

も共の御考がなかなか明脈に俸はり殺ね ます3 専門家に云はしめると素人の書いに闘を 、

共依受げ入れて設計ーを立てる詳には多〈 の場 合出来ないそうですが 、少〈共建築主の書 い

ＱＺ 闘は其人 の 考へがハツキリする黒ｾに於て ｦ Ｈｻｴ ｩ か に 有 効で あ ります 、 叉それは専門家から新

規な計霊を示されに時 、 批判する丈の研筑を積 ｴｲ ｾ ｋ にもなりま す 。

工事の 中途で様々な行泣ひから今II : が起きる質例を津 山見ますが 、之は前 lドした 「件11自身

で園を 'j I  ｾ、て見る 」 と 云ふ事を以 ｪ 却されに様な事から 、 梁悼との聞に理解の相遣を来し 「

.) ljI入力 ;1づく筈1.:: 'J とか「材料は之では困る 」とか「し 、や見杭は之で / 1¥米て居るとか J 甚しきは

部屋の大きさ高さ諮問題になって 、結局は工費の追加となる。五割1iLの迫;) 1' はザラに起っ

て居る様です 。性 質の思い械梁になると、初めにきた・い見杭占を 1'1¥してわきF わさ事i : i げさせ .

後に手の切れぬ J践になってから追加 、迫力Hで訪りは i象定額のf円以上になる綾な #i さへあ り

ます。赴等は約定の範園が不明瞭で素人には書類が判1 ) ￆ｜ｾ 、事から起るの で ありますから

私共の支配する経営地では卒素特に建築主 の利益の昂め箕面 白な専門家を二人御話相子に

{崖いて居ます。

土地i : ' :-Rめ下さつに御方が合il止の世，iii にならす¥御自分勝手に椋梁i : ' ill ばれ 1: 場合でも

一h 歩釜J吸い椋1.::' がぷ計を見せて戴き可成不都合のな い核心行〈迄御民意申し上げ 、更に工

事 中も御本人に代りそれとな〈監仔させて居ります 。是等は結- *から見 て大慶建築主の御

気受けが宜しい棟であります。

。
。。

序でに家の間収りと非常設備の事ですが、是迄坐式と 材子式はどちらがよし、か等の待p伺

談を度々御受げ致します。庭が其者jl 度御本人の底意を逆に伺って見ると十人十色で 、詰り
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は共の御恵 向ｾ 尊重 し ｦ こ設計が工事完成後最も喜ばれる様ですから、「生活改 善 の自棋は確

かに坐式を躍して椅子式に在る」なぞ 、新らしい理筒張つに嫌のある意見は申上げぬ方針

でやって居ります、鹿が特にー「日本家屋の大部分は木造低建築で あって非常設備が乏しい

ので内部的失火、其他最悪の皆耐例は飛行機から の爆弾投下と云ふ様な場合に備へる設計

を相官考慮に容れて、極めてノj、さな 一室で も餓筋コンクリ ート で二重扉の桁聞にするとか 、

敵機の 襲 来に目私 Ｑ とならぬ様可成鼠色 の屋 線にするとか、色 ｫ 専門 家の吉Ｚ 見を徴しては ｾｉ ｉ

イ111でーす」と是Tごりを談笑の 中にお進 め致 して居ります 。

。

それから家主? 建てるのに 、易者や家相家なる 者に色 k 設 計上の意見を聞かれて、高有事

情!Jの犠牲を掛って彼等の訟を加味される向を数 k 承知l致 します ，是は質に滑稽の様ですが

知識階級に少くないのが不思議で 、 ｩ 丘ＢＪ ウツカリ理常でも云ふも の なら大壁なお 目ＺＺｉｾ を戴

〈事があります。そ こで私の知って居 る易者等の云ふ最 も忌t J J長の鬼門の訟を 巾上げて見

ませう 。「東北の方向に は鬼の住む石室があり共の前に門がある寓鬼此門に出入する コ共所

に青 い火力: 燃へて居る。此故に誌に便所 、土戴等置〈べからす」叉「東北隅は木火土金水

の中の土に属する li J * 土と火とは友 としよから す¥故に此の部分に水気ある もの例は便所

浴場等を置〈事はならぬ 、叉 認に土識を作る事は土の上に土ｾ重ねるから土気が強過ぎる

こと lこなるから不可」等 k o

敷地内には地勢に依て排水 し易 き位置もあれば易からぎ る位置も ある。叉土地には固有

なる常風の方向がある。若し家が四角なら DY角の隅は 同隅の中でも i設も温度の低いEEであ

り、西南の隅は最 もiffil 度の高か るぺき所で ある 室の扮rJ IJ は敷地のJ伏出及 び方位と闘係し

て定めら れねばな らぬ事は 申す迄もないが、それは陰湯五行2到すを以てせば、時に滑稽な

考ーを初1，はねばならぬ司王 となる 。

住宅 、土地の経営を業 とする私共は自然以上 IIIJ 二1: 様な数 k の貼に 政策上少なか らぬ f{/

意をし てやｼ皐ーに基ｦ，ＱｲＡ ｾ置か れぬ気 泣を 忘れてはならぬと心がけて居ます 。
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住 宅 の 衛 生 的 な 設 計

l  怨 ｬ 也を南にとり 、 家を南向きにして ｬ 列る〈、南北 に 窓を聞けて ｪｦｦｩ ｬＡｾ しをよ く し 、 殊にその地方の

主 風 lく向いた窓を開放す る とと 。

2  議Ｂ校の居間 を 日 ｾ［ｩ ｲ り や 温 風の十分な主要な ｬ ￕＩ ｩ に設 け ること 、 日本で は 三 Ｉ ＧＨ怖の徐 と三 尺 ｻ 立の庇 の

出が適! 変に 日常り を調節 してくれ る。

3  排水設備を完全に し、床 F は令部コンク リート に して床 F から の泌総を防〈・こ とo

4  f.夏)j1j- は完全に来以を 防 ぎ、倣磁 の鍛散しない やう 、均などの湧かぬ傑にすること 、i})_l 反式では大

IE式 、 内務省式、8 0 式などあがよし、 。

5  浴室は 小さくとも必ず設けることなどである 。〈大阪市立都鳥工業拳校 泌谷五郎氏談〉



土地経営に於ける分譲住宅地のー現勢

A 、
寸 井英雄

近世の科事文明の進展は世界的に人 口の都市集中を促し、産業、貿易、経済、政・冶等の

各中心者111' 11は景策不景気を超越 して . 日々に刻々に膨j援護民主? 途げ てゐる。世界的の産業

都市? こる大阪市に於ては . 特に其の傾向綴i著にして 、最近数年間の統計によれば、我園人

口増加1全数の約 I 害IJ にも営る 7 - 8 寓 てふ多数の人 k が年々厳 k 大|波市域に集中し、自然

市の周囲部及び郊外地は時々刻々住宅地化せられつつ あるの現 j伏である。

斯〈都ili 人口 集中の傾向が景気を超越して 不断に進展 して ゐるにも不J旬、大阪ili を中心

とせる所 謂 分 説式経営の 性宅地が其 の二三の特極な 住 宅 地 をｾＡ｜余寺 、他 の多 く は共の制介 に

稜展もせす¥叉一般的な賀行漸減の傾向があるの賓j伏はー髄如何レ1: 理山であらうか。

共の原因に付ては多方面から種々なる観 察を するの必要めるが、此ｾでは唱に住宅地 の

需給の二方面から見? こる分譲住宅地不振の原因 を穆げ てみた いと思ふ 。

1 分 譲 住 宅 地 需 要 の 減 少

久し〈打続ける綬梢界の不況に 基き 、一般閲民所得の激減 と地偵の一般的低訴は分譲宅

地への需要が庄識的 に色、無意識的にも 、I;ILIIっされつつある事は他の一般商r吊界に於げる

取引不振の現象と同犠で ある。元来住宅地の1111]. 買者には共:JfllJ . 買の目的 より見て左の三つの

型がある様である。

1 将来の地償値上りを期待し. 値上り の際他に時賓の目的で即ち土地全投機的釘 )rH物と

して是を買ふもの D

2 不動車特に近郊住宅地の所有を安全雌賞な資産の保全法と考へ、叉は貸地、貸家経営が

比較的安全有利な投資法と考へ、 そうし? こ利航叉は保全の目的で住宅地を購入するもの。

3 自己の住宅、別荘、商}S或は工場共他 公 私の建物を建築の 目的で住宅地を買受〈る

もの。

而して是等三者の一般的に疋雌な統計的数字は諸種の事附 lこより賓際調盗青| 出すること

は不可能であるが 、今或小地域を限り且つ住宅地買受後貰際住宅を建設 するものと 、然ら

ぎる買受人と の概括的な比率 を参考迄に掲出すれば下の通りで ある。

大 正 14 年

ーー- - ^-ー- 圃園田・ー¥

土地投資者 tt 需者

市内 A 住宅地

郊外 B 住宅地

7 0 % 

前%

30% 

40%  

もむ%

40 %  

4 0 % 

60% 
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前 ｧ ｾ によりて大関 ＨＱ Ｚ七 地 目 Ｇ 受目的の艶 化、即 ちｻ 1:宅地買受暦の盟輔のー趨勢力; 槻取され

るのであ る。大正 14 年と最近とは市内及郊外住宅地共土地投資家が夫々減少し、{"I: 宅の

質需者が夫 k 比率的に増加l してゐる 。赴の現象は地偵の 一般的低落に基き 、土地投資熱が

冷却してゐる事宣伝苦言明するも のである 。

l V  5 2  

f古} 住宅地の官需者が投資家に 比し、比捺的には精力Hしてゐる事はi 1 i i表の示す通りである

が、絶針的には如何なる傾向にあるかを見るに下表の泊り 、各郊外住宅地に於て新築住宅

戸数の年 k 漸減の似向に あるの事官 は、I切かに分譲土地質需者・の減少を示す誰/ 正である。

安R 外 分 譲 住 宅 地 の 家 屋 建 築 趨 勢 表

ー一 一 l竺竺竺竺i巴 |巴 1r lT Il l Ml 6 年

I市有 j潟毎 j沿占t紋}日!j.! (説守一-1地. 市此 悦. 助怯ω) 45戸 2CJ 戸 28戸 22戸I 3引I }戸ヨ : 34戸I 30戸

F阪k 布利l崎沿乱紋1弘!j! I上F野f芝何 J: . 濡

O  
大 俄 j沿位線 Ｈ快 矢ｾ Ｎ 必山 ＡＱ 川 Ｑ抗Ｈ Ｎ 総働 ｪ汗 ｆ附守 Ｇ ｌ伯 ｴ白 ｊ Ｎ ｃ Ｎ 図劃 Ｉ 4ωo I  :;叩o i  5印o I  110  I  14匂2 i  9引1 I  5印

大 軌J沿位線 (仙;1出iI; 号昔?主2弱z刀. !I畑資#制口-1.軍町) 1 5臼3 1  2お37 1  170 1  181 1  99 1  88 1  75 

京阪沿線 Ｈ 森小 路 ・ 制 民 ・ 千 ｾｉｉｉＡ Ｎ 高明 ｉ I  110  I  109 I  100 I  120  I  112 I  93 I  108 

，骨棋・珂町・:Il'l> ' Ti I品・Z井・ 、 1 1  1  

阪急‘沿 線 Ｈ 拘 Ｚ ｰｺｺｩ 目 前尚昆 ｩｾ )  1  405 1  274 1  218  1  お 1 I  182 i  91 I  73 

、宮北I l /  

阪刑 Ｑ Ｑ 沿 線 侃似 ・ Ｑ Ｑ Ｑ 守悶 Ｎ ｾｾ棺 悶 ・ 首 ＱＱＧ 子関 Ｑ 60 105 65 35 23 22 80 

合 計
713 785 1  631  72 1  594 1  427 1  478 

走れたli 年の深草IJ なる不況により 、都合人 の{ 1宅地川'Jl-j J 減退せる 大勢的給処で あるJ l { は

%i 主! h の通りであるが. 又一一聞大|仮 Ifi の問 1! i1:'r- sに111，1人総伐の貸家{ ｉ Ｚｾ Ｍｴカ ［ Ｚ ＧＲ Ｍｩ 放に多数紛争 Ｇさされ Ｎ

一般都合人はえー等 ft: 宅を従* に比し、2 - 3 答IJ 程低廉な家賃で極めて経情的に {li 受り居{t. し

得ることになり 、向然郊外地等に自己の住宅を求めつつありし人 k も一時共計誌を中 !とせ

る向の可成多数にのぼれる事は見逃し得ない ftfi 向である。

2 . 住 宅 地 の 供 給 過 剰

大阪市を 中心 とせる住宅地が 、 現ず ｅ 供給過剰の ＩＱ ｫＡ ｌｾ にある事に 付 ては 、 右 ｦｴ Ｎｫなる槻貼が

ある。

先づ郊外電鎖の運輸機闘の整備改汚ー主としてスピ{ ドアップと蓮時隔離時間の短縮ー

は従｜ｪＧｩｾ￮Ｑｩみられなかっ＿こ 地駄に 迄 住 宅 地地 域を明大し 、 叉現に共等地獄に於て ＱＱＺ 宅地計説古

が所々に試られてゐる。

次に電餓 ｲｊｾ の新設は一新京阪 Ｎ Ｚｩｩ＼Ｚ ，ｦＺ ＱＱ 、 参急Ｚ等ー沿線の各停ｦｙ ｬ ルￍＢ ｾｉ Ｚ ｉｉ 心として 、 夫 ｫ 相官

大 地域 の 住宅Ａ日地 を大阪 ｲ ｬ ￯ｊＺｩￇに ｉ ｊｬ ｊｾｸ するに 至つに ， 今 ｻｉ 見り にｻ 1: 宅地殻展困が14・f{j所 を中心

として 5 丁以内と限先 しでも 、各躍を中心として夫. k 280，000 坪の大面積の住宅用地が新

＿こに ＯＢＱ Ｑ 現しに事に なるのであ る つ 現に赴等主 ｲｲ 設沿ＤＩｾに分譲住宅地とし て 経営されつつある

土地は下表の通 りにして、例入所有の貸地或は分譲宅地を計算すれば更に英大なる商肢が



地化の震に提供され叉は用意されてゐる のである c

まrr 京阪沿線 343，000 坪 阪和沿線 255，000 坪 参念沿線 166，000 坪

向最近各電鍛舎前I : が共新設と 云はす既設 と云は す・ . 凡ての沿線に於て運総牧入共他自社

の業 結婚 大佐 ｾ Ｍ ｉ ら んがｾめに 、積 極的に沼級住宅地 の 開張に従事するに亙つに 事は さらで

にに過釆l阿 る 分誕住宅地に更に一清の拍車をかりし感がある 。今是等電鍛合枇直営の住宅

地 を!ij H' れば次の通 りである 。

阪 急: 電 車 ( 諮 問 関 知 焼 批 判
570，000 坪

京 阪 電 車 (以l詑 鵠;垂水・紳蜘1:・古田・醐 ) 560，000 坪

阪 神 電 車 (111子関其他) 300，000 坪

大 軌 電 車 (25・捌 ・山本・閥 ・額回・胡 . "" ") 130，000 坪

阪 和 電 車 (上野芝) 55，000 坪

大 鎖 電 車 l矢田・m 紅・藤井寺柏市) 200，000 坪

南 海 電 車 (中百制・醐} 100，000 坪

最後に今日住宅地の供給過采lほ招来せし最も注目すべき原因は 、大阪市の周園部に計茜

施行され? こ土地直制整理組合事業である o 大阪市が共の必然的な膨脹護展に照隠する魚、

そして叉［ｗ［ ｊｊ 釧 長の 秩 序的な張展を計るｾめ 都市 百 十議法に 基 寺 、 都市計器 地 域 内 の 士 Ｚｴ 也に付

き交通 、保安、保健、衛生等の公共的施設計菌に立!向l しに宅地治成の土地匡制整理事業 主?

助成奨帥するに至ｾ 1こる は大疋 14 年頃にして施行の蛍初は一般に共の主旨を理解せす¥

組 合の設立せら れし Ａ 肢も甚 ＱｾＧ 僅少なりし が 、 共後世［・ 局者の 勧誘と地元地主 の 自売とに相侠

ち、 H百荊1 2 年以後此種組合の設立相檎 ぎ. 今日右組合事業により ift 成されに宅地は下記

の通り寅に 4，000，000 坪の大地域に達 し、 現在工事中叉は計 EEil 中の もの を合すれば共面積

8，500，000 坪徐に及んでゐる 。

Ｔ ￲ ｾｪ＠ 要 組 合 数

工事 完成 のもの

工事中 の もの

計1立中の もの

Q

U

勺

J

L

つ

&

《

4

1

面 積

4，267，626 主F

3，111，664 剤、

1，187，868 坪

従来市の内外 を問はす¥住宅地主 云へば土地経営業者か又は進歩的な大地主に非すんぱ

何れの地域に 於ても、計茜的な宅地造成事業にあ ? こるも のがなかっ 1: 。然 るに此の土地区

i!iI J整理組合の設立普及に従ひ 、一般地主力:協同的な組合を通 して政IHの低利資金 と技術的

な援助を得て 、比較的容易にそして低廉な費用で統一的に農耕地を住宅地化 し得るに至つ

7こ話め 、是等多数の地主は一躍住宅地経営者 とな り、 自己所有の造成宅地を或は貸地とし.

或は是れに貸家主? 建て 、叉は希望者には夫 k 宅地を分割費却 しつつあ るの貫H人である。

而して 是等土地匝 Ｑ Ａｂｾ 整理事業により道成せられし宅地は上表 の 通り 、 大阪市 の 人口増加

教 の所要性居用地以上に年々浩成されし震に、此底に住宅地は相封的にも絶望討的にも供給

過剰となれる事は明かな事貰にして、是れが矯め土地経皆を従来専業 とせる各土地経管業

者の住宅地が年 k 共賢行減少 しつつあるは誠に嘗然の結果と云はぎるを得な い。

5 3
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小 住 宅 プ ラ ン の 研 究 ( 1  )  

岡 回 孝男

日本建築協舎は最近数度の IJ、住宅懸賞募集をな し優秀な る設計築を数多 〈得、その一部

は既に紀念出版として公表して居るところである。

これ等優秀な る数十案は いづれも延坪 30 坪内外と 云ふ4条件を附せられて居るから . こ

れを泊覚すれば、 この程度の小住宅のあらゆ る場合が併決 されて居て 、小牧宅に闘し現時

の闘西建築界の目指す所がほ Y 明かに分 ると思ふ。

小住宅築の募集は

l 生 活改善健康住宅 昭和 6 年 6 月

2  メー トル法による小住宅

3  紘ケ丘保健住宅

4  大美野 ｉｾ 1園都市住宅

5  質際に建つ性宅

昭和 7 年 4 月

昭和 7 flo 8 月

向 上

向 上

6 阪和上ノ芝住宅 昭和 8 年 1 月

その他1政度あっ? こが 、本文を? 草するに あ?こ りi; 1用しに のは以上の 6 設計競技の! @，募築中

の 40 案である。

設計競技に首選しに築は 、l智謀者の優秀な技術に負ふj列は勿論であるが 、これを選ん? ご

若手在員の理僻力 にま つ こと亦多大である o 如何 lこ優れ? こ設計築があっても 、審査員にして

これを理解することが ｉｉｾ ， 来なりれば 、 首選することがな〈 、 従って公表も されす，に 暗から

1暗にほ うむ られるこ とに なる o iit に云ふ 千里の馬もこれをi : l ふイ1'1繋がなげれば . 遂に 名を?

博することが 出来ない と同様である 。千数百 のJ. l1ff:募集中に は、或は非常 に優れて居ながら

容在員の ｭｾ にとまら子、カＡｾ惨に終ちて ｴ 止に出ないものカＺ先月いとは云へない。こうなると Ｒ 醤

夜員? こ るも の甚1: 責任が重いわりである。

こ〉に づ|用しfこ40 築を審査し? こ人 k はo9cの諸氏である。

池 川 質 石本菩久治 石川純一郎 今林彦太郎 岡 川 孝Yj

小川安一郎 片 岡 安 高町"JI I:- 民11
加 藤 源 次 古 宇 田 賞

酒井勇三郎 清水 柴二 ｩＮｴｾ谷五郎 新 名 種 夫 武 間 五 一

瀧 禅 真 弓 高 橋 栄 治 竹! 眼 健 也 坪 井 誠 一 鳥 井 信

中 西 六 良11 波 江 悦 夫 永 樺 毅一 長谷部鋭吉 臼 高 H宇
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古 塚 正 治

松井清之助

安 井 武 雄

藤 井 厚二

松 本 儀八

富士岡重一

南 信

本 間 乙 彦 松井貴太郎

村野 藤 吾 本 野 精 吾

の 36 氏である。 これ等諸氏の選 ぴ出しに案であるから 、こ〉に掲げた 40 5l 往のうち のめ

るものは諸氏が責任を以って推されにと云ふことになる。否ある 意味に於ては審査員の提

主義 ともみなすことが出来るから、この多数の審査員 の推すものは、最近に於ける閥西建築

界の/J、住宅 に劃する 答案 とも見 られ るで あらう。

以下これ等 40 主主につ いて極 k の問題を師納的に研究し、/J、住宅設計にあたっての一つ

の標準を作 り? こいと心掛りる 衣第であ る。

住宅の設計ーであるからには敷地を限定しなければならぬ口 この敷地は道路に面するので

あるが 、 その道路が北に あるか 、南にあるかによって先づ1"j の位置がさまり 、従って玄闘

の位置が きまる 。小佐宅に於げる玄闘の位置は全惜の室配置を支配するものであるから 、

道路 と敷地の閥係、はきはめて重要である。… … 大きな 敷地に建つ大住宅ではさまで重要で

ないが小住宅では直ちに室の配置 に影響す る… ・・。

敷 地 ｴ 道路 の ｾｉ 係には ＱＰ の場合が想定 される 。 即 時東西南北の何れか一方に道路を有

する場合と 、角屋敷で、東と北、西と南と云ふ様に直角な二方の道を有する場合と及 、南

と北、東と西と 云ふ様に卒行の二道路に 面する場合である。

小住宅を計剖する郊外住宅地等にあっ ては 、北叉は南・にむのあ る 場 合 が 最 も 多 し 次 は

角屋敷で、東又は西の一方道路の敷地は比較的少な い。 これは夏と冬に於げる日射の闘係

上、南側に庭を取るを最もよ しとする ので 、土地匝書lJの際、南北に長〈東西に短かいPI M1J

とし、こ の敷地を脊中合せとして、北叉は南 lこ泊をつりるからである。この場合住宅のプ

ラン に最も都合のよい のは北に道を持つ敷地である 。

敷地のどちらに道路があるかによって 、小住宅ではとど闘の位世がきまる。玄関の位置は

住宅の室配置の線本をなすもので 、配置の大勢は玄闘の枕置によって既にきまるものであ

る口玄闘の位置は道路 によって

1 北 に道ある時

玄関は西寄り か叉は東寄り につりる 。西寄りは乾入口となり 家湖上にも最も者1I 合が

よい。これｾ A タイプとする。東寄りは鬼門にあ 7こる ので、あまり東の方へはっ

けない 、事ろ北入りとなる。これを B タイプとする口

2 東 に道ある時

玄闘は東の 中央部 につける。 これ を C タイプとする 。北寄 とすれば鬼門入となる

ので寧ろ北東の隅を廻り 北入として B タイプとすることが ある。 南寄 りとすれば

55 刷



巽入と な り家相上も 都合がよ いが. 東南隅に室を取り? こ い闘係上手ろ南東隅を南 に

廻っ て南南東入即 ち D タイプ とする こと がある。

3 南に道のあ る時

玄関は東寄 りに つり るか又は商寄り につりる。南の 中央 につけ ること は稀である。

東寄のものを D タイプ、西寄のものを E グイプ とする 。但し E グイフ・は裏鬼門

にあ た り嫌ふ風習があるから西南の角を廻って半ろ西入即 ち F グイ プ とする こと

がある。

4 西に遣のある時

北寄りにつりる のが最もよし、 。乾入 となる 。凶の 中央から入るものはよいが . 南寄

りとなると裏鬼門入となるから西南の角を廻って南南西入即 ち E グイプ とするこ

とが多 い。

西の中央入を F タイプ 、西の北寄与入を G タイプとする。

即 ち以上 に書 い? こあら ゆ る場合を闘解する と第一凶の様になる。

これ等のグイプのうち室配置の最も都合よきは A ，B，F ，G の 4 タ イプであり C ，D，E タ

イプは劣るようである … … D タイプは大住宅に都合がよい… … 。

これは原則として北側に女中室 、介所 、浴室、w. c. 等口作業部室を取れ南側に居間

茶の間、子供室等居Itrl 部 を 取 れ :玄閥 . ホール、廊下等で この聞を辿絡するのであるが 、

この原則を貧行するには北の方面 lこ玄闘を取る のが最も都合がよいからであ る。今 40 築

の うちこれを玄闘の佐世により分額すると

I V  5 6  

A クイ 7 '

B グイフ.

。
4  6  20 30 ;:: 8  09 

5  15  18  20  24 25 27 33 34 37 



C グイフ。 12 17 

D タイプ 1  23 31  

E グイフ。 3  21 36 

F グイフ. 8  
。

14  22  26 28 32 35 40  

G グイプ 7  10 11 13  16 1!J 

となる。

小住宅に於ては玄闘の位世が定まれば、 その各室の配列は必然的にきまると前に lli べ?こ

が、今こ の A ，B，C，D，E ，F ，G の 7 グイプにつき室の配置を吟味すると そこに必 然的な配

列を見出す こと が出来る。

A ，F ，G ，の 3 タイプに於ては 、西及西北部に玄闘がつくから 、玄闘をも ととして右廻 り

にw . c. 女中室 、化粧室 、浴室、台mと作業室部が北側へならび 、居室部は玄関をもとと

して左廻りに熔接 室、居間 、茶の間と南側にな らぴ、左廻 りの絡鳥11台所と右廻り の終1J li 茶

の聞 とが連結する 。そ して玄側ホール 、廊下がこ の中聞を走り台所と茶の聞に終る 。 これ

が A ，F ，G ，タイ プの常石的配置である。試みに 6. 29. 30. 38.  39 の如き A クイプのもの

を見ても 8. 9 より 40 にい?こる F タイプのものも 、7. 10 より 19 ( こいにる G タイプの も

のを見てもいづれもこ の配列法を採ってM るのであ る。? こ 1:. ' 、玄関より、 W. c. 女中室、化

粧室 、浴室、台所の順序が或は女中室、W .C. 化 粧室 と云ふ風に女中 室長?と W. c. が先後す

ることはあるが 、上 越の配置は雌決的の ものである口なほ この グイプの一つの襲化として

北側の作業安部をiill か東にn寄せ ておき南側の居安部が北lJ!1Jへっき ぬけにものがある。 例

へば Ｔ の 如〈 居 ＯＱ ｊ ｊ ｾ 食食堂が北へっき ぬり て 作業 部 宣伝 以北 の 叫に かにつけ にも の もあるし

又 35 の虫n< 作業部{ e 西 と* に分け、北1J!l J八後を? とつにものもある 乙これは真になって南北

の涼風ある所では賞揚す べ きプランである 。 A，F，G の タイフ・はri ，j側と北1! ) I J に室を並べ使

利で はあるが南北の風通しが起〈且つ家 がまとまりすぎて窮屈の感があ るカ; 4 や 35 の釘l

き襲化をつければ不便ではあるがのびのび し仁感営得るであらう。 別荘などでは後者の方

がよ いと思ふ。

ｂ 及 ｃ の Ｒ タイフ・に於ては北及取に 玄 闘 を持つから玄｛樹 より左廻りにも ｎＮｃＮ 女 ｾｉｬ 室 、

化粧室、浴室 、台所と作業室官1¥が北側にならび. 居室部は玄闘より 右廻 りに肱接室居間 、茶

の聞と南側にな らぶ 、丁度 A ，F ，G タイ プと逝の廻 り方の配置 をとる のである。 これが B

及 C タイプ の常石的配置である 。 B グイプの うちで入口がやや西寄 となり A タイプに

近 い様な玄闘を持ちならがらこ の作業部左廻り の常石に従つにも のがある 。例へば 33 の

女f J きも のであるが、こ れは西側に作業室部がならぶからよくなし、 。C タイ プのうちで作業

主部を北と東南に分け た ものがめる。 例へば 日本建築協合住宅委員合立案の第二案 の主fJ き

ものであるがこれは配置がよ〈ないと思ふ。
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D タイプは東南部に玄関を持つので家相上からは巽入りとして賞撤されるところであ

るc この配世は玄関よ り右に舷接室叉は子供告の如l き居室部の一部を持ち 、更に左に居間

茶の聞が南f!!l Jへならぶo 即ち居室部を玄闘と民II 下で中断して北側に作業部の W. C. 女中室、

化粧室、浴室、台所などが左廻れこ配置され作業部の終りと居室音jlの終りがつながる嫌に

なる。 小住宅に於ては日官; の鎌件のよい南側に 玄関などをつける のは不得策であるし叉居

室部金玄関や廊下で中断するのは使用上不便なことが多いがまに一面騒がしい居室部から

離れて静かな! 住接室なり 書驚が とれるし、まに子供室をその方へ持ち行〈 の便があ るから

一概には捨てがに い。なほこのタイプは東側に道のある場合に都合がよい. 南側のみに道

がある場合は . l' うから台所へ行〈のに南東の角を大廻りせねばな らぬからである。

E タイ プは商南部に玄関金持ち室の配置は丁度 D タイプの逆を行くことになる 。玄闘

で居室部を中断 し、作業部は布廻りに配置され居室訴は左廻りに配置される 。居室部会玄

闘で中断することの利筈は D タイプと同じことであるが東南の方向 に主要居室を1 & る こ

とが出来る駄では D タイプ lこ優る。但し玄闘が裏鬼門にありとして嫌がられることがあ

るからそ の方の注意を要する。 3. 21. 36 はこれに届する 。

以上の如1<、 30 坪前後のIJ、住宅にあっては室の聞 きも教もほぼ一定して居 るか らその プ

ラン の優劣は 1: ピ室の配置如何によるし、叉その配置には動かすことの出来ない定則があ

ることを見出したが今一服室配置を別な方面から述べて見fこい口

筆者は 30 判、前後の小住宅のプ ランを論十るにあTこり. その各室を次の三町分に分つこ

とを便利と 考へる。

イ 、 居 室 部

ロ、作業室部

ハ. 通路室部

居間、茶ノ問、寝室 . 子供室、サンル{ ム ‘ J!f! 接室

似所、化粧室、浴室長 、台所、女中宣伝

玄閥 、蹟問 、廊下、 階段

この分類については、大住宅では以上の他に客室部、使用人安部. 格納室部等が封立的

に分類される のが定則であるが小企le宅にては客室部のFE接室であっ て も. 家族の人が通常

使用して或は書粛 と粂ね 、或は居間と粂ねて居る場合が多し、からこれは居室部の方へ入れ

られるし 、叉使用人室部としてもせいせ' い女中室が一室であるから、これを作業室部の方

へ入れる 。格納室部は倉庫はないから irp入は各所属の室の部へ入れればよい 。結局上記の

三部に分げに方がよいと思ふ。

居室部は云ふ迄もなく最も重要な部分であるから原則として南側に配置せねばならぬ。

作業部は原則として北側に配置する。

通路安部は家に出入するーに通る室で且つ居安部聞の連絡、作業室閣の連絡及居室、作業

室相互間の連耕にあたるものであるからこの中聞におく。

この居安部 . 作業安部 、通路室部の相互間の闘係を見ると ( 引用プ ラン参照すること.

61 附



国中ハッチせるは通路室部 、製占黙を打つは作業室部)

I  居室部 と作業室部の聞に通路室部ある もの

作業室右廻り居室左姻り配置… ・ ..，・ H ・.A ，上'， G，タイプ

作業室左廻りJ i I + 室右廻り配置...・ H ・.....B，C タイプ

1I 通路室部が居室詩 ｉ Ｉｾ 中断せるもの

作業室右廻り居室部左廻り ....・ H ・....E タイプ

作業室! r 廻り居室部右廻り … … … … D タイプ

I I I 通路室部が作業室部を中断せるもの

l V 居室部が作業主音I1を中断せるもの

V  居室部が通路室1:r11 を中断Iせるもの

I  の居室部と作業主音11の聞に通路あるものは最も便利なプランである。 そのうちに左

廻りと右廻りの相違はあるが通路白1¥は最もよ〈役立ち 小山宅に最も池首するから優秀なプ

ランが多い。 40築中 の大半がこれである。

11 の逝路部が居室音11を中断せるものは i についで便利であるが 、こ れは小住宅よりも

ネろ中住宅、大住宅に泊する配置様式である。便不便は D タイプ及 E タイプのところ

を参照され? こい。

III  の通路室部で作業室音f I を中断せるものは甚.u史利が悪い。 39. 35 及日建住宅委員

合立案の第二築の女n< 支闘の左右に作業安の分れて居 るも のは甚ピ使ひ勝手が悪〈優秀な

プ ランにはこ の配置はな い。 首選笑にこれが怖で ある とこ ろから見ても劣ること が分る。

I V の居室部が作業室部を中断せるもの及 V の居室部が通路部を 中断せるも のは 、普

通ならば通路安部で連絡すべきところを 、居室部が鎖憶して 、通路室部の部分まで居室部

に取り込んTごも の と解樺 される。従って蛍然通路部の面積は少な い。 そして蛍然居間の一

部が通路となるのである。大きな洋室の場合はよ いが 日本室では通行の人の気は いを敏感

に感す・るから不便である o ＱＺＱＮＺｧｬｪｭ Ｚｾ よ どはかえって商白か らう。 作 業室 中断の例としては

久通路部中断の例としては 15 があげられる。これ等は不便ではあるが小住吉でーは別の意

味に於て捨て がfこい配置である。

以上の宮n< 居室部、作業部、通路室部の三部に分けてそ の組み合せj伏態を? 吟味すれば、

小住宅に 於げ る安配置の優劣は? こち どころに分明と なるであらう。 この際作業部に於て化

粧室と浴室、浴室と高所は離すべからざる関係にあり 、叉居室部の茶の間 と作業室部の高

所とは必十隣り合せる こと を忘れてはならない。
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なほ小住宅のプランに闘しては種々の方面から研究されねばならぬo ここに以上述べた

るは仁? ごその室の配置方法のみ に閲してであるが. なほ各室聞の商積の比較、各室につい

ての詳細の研究等から 引出す結論があるかち 以下順 を迫ふ て書 〈ことにしにし、。( つづ < )

、



潟真｛ま ｬｾｾ 談舎出席の方 ( 向 って左 か ら 今 井・篠崎 ・中村 ・稲田 ・( 一人おいて 〕松本 ・

池田 ・森 本・凶村 ・阿 倍・篠原 ・高橋身i: [11 ・自lj ' 7. kの諸氏〉

住 宅 及 土 地 経 営 に 関 す る 座 談 曾

安 倍 親 雄氏

清 水 築 治 氏

森本喜太郎氏

池 田

q ;p 

ふL

今 井 英 雄 氏

西村辰次郎氏

〈出席者夜十音順)

高 橋 栄 治

{ 佐原正雄氏

緬 田 坦 夫 氏

中 村 義a : ft

篠 崎 粂 二 氏

松 本 儀 八 氏

堀 田 械 次 郎

鷹 取 陽

4 月械 の 「 住 宅 J ｋ 闘す る 特彬 にあたって 、 ｊｪｉ￭ｾ目土地住宅 Ａ 伊ｻｾ者の 似たる住宅 乃 窓見 を 伺

」、こ と にし た 、 と ζ ろ で Ｓ 月 ＱＶ 日 天 ｩ 前橋野 田屋に曾同 を ｾ ｉｩ って座決 舎を他 した 。 設日出席

された方々は土地乃 奈 佐宅怒 f 干の椛 威者で これ 等 の御 意 見 l工闘関 に方干 し、 て代表せられたる

意見と見倣していいわ けで ある ο

談は次の項目の順で主主んだが時 間 の都 合 で 会古$を 愈 す 己 と が 出 来なかったのは遺 憾 で あっ

たが 、 ζ れ は次 の機 舎 に 譲 るととに した。

l  絞 答者 の 線 た 住 宅 D 傾向

2. 土地及住宅終告? に立脚せ る最 も迎忽! 的住宅

3. 過 去 のh 際 に 徴 して最 も賛れ易 き佳' 七

4  郊外中流住宅としての附帯設耐11 に就て

5. 住宅地経管上住宅以外の往築，，)(11施設の 必要 な る 粍 皮

6. 土 地 の み貰却する場合と こ1. .地/え家居共 に貰 却 す る場合 と/) 賀行r ，JaJ' t

7.  住 宅 の褒却方法に就て

6 3
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池田 一 一 寸仰挨拶 Ｑ Ｑｾ 上げます 、 今夕は御多忙のん是米 ｦ ご手話器と巾しますかおちいのに拘り

ませす' 御差繰下さいましてAA< 多:敗ゎ・ 3たり下さいまし7こことを j享〈お叫 tj l上げます。貨は

我日本建築協合は 「 建築 ｕｴｬＺ 舎」とし、ふ流誌を何Ｚ月琵行致して ｊｾ Ｚ Ｎ ります Ｎ その Ｔ 月蹴に特

車Jf 枕として住宅に腕! するものを投行する古| 霊を持って居ります、従来兎角官会りに皐術的の

方町に軍きを＿世かれにのでありますが、その雑誌の名の示すが ｾｮ く建築と枇舎との接閥を

将来1i S: k 箆t 媛にして行き Tこいといふ考から致しまして 、今日 は住宅及土地経替に闘する 座

談合を催しまして 、質際に於て又そ の御詮詣の深 い 方 k のお話を拝聴しまして世 間 に 琵 表

することは非常に有益なことにらうと考へます. どうか御腹臓なくお話合ひになりまして

御高見を奔挺すること金得まし Ｑｾ な ら ば誠に幸稿な次第であります 、 座談合を進めて行き

ますことについて、指任の高橋常務にお附して種々と順序立 ってお話を進めにいと考へま

す、簡単でありますがお附労 k お挨拶を申上げます D

高 橋一今度の雑誌は特腕として住宅放を 11¥す計量ーであります 、従来も 毎年住宅に制する

特輯放を恒例にして居ります、時に年二回出し仁こともあります、主としてそれに i取りま

しにものは建築家の住宅建築が主でありましに、もうそ の材料は殆ど書さ策されT二やうな

感がありましに、今度は一つ方商を鍵へて住宅経営をされて居る方或は土地の経営に l伶j係

の深い方のお話を聞かしてい仁' > < と吾々建築家の方に t {rl l k 参考になるであらうと考へ

まして本日はゐ忙しい庭を御依 ｈ￭ しまし Ｑｾ 僚な次第であります 、 大関項目を誌 に少しく 書Ｚ

上げて見まし Ｑ ｾ ですが 、必 十しもこの ＱＱ 原序に進むかどうか Ｎ その拐の空気 と時間の都合に

よる事でありますが . 大韓かういふ風な内存のことについてお腹械のない御高見なり御経

験なり或は御感惣なりをお伺ひしTこいと思って肘ります 、先づ第一の住宅の傾向といふの

が怒げであります、これは甚に| 段111よな書き方でありますが意味は こ ういふ こと であります。

祉 合 が 住 宅 と い ふ も の に 到 す る 要 求の鑓 化 全 指 し に こと〉御了解願ます。 十年前に市| 舎

はどういふ風な住宅を要求して居つ Ｑｾ か 、 ぞれが 現 今は斯ういふ 風に 鎧って居る Ｎ 純米或

はかういふ風にもきるんぢゃないかといふ風なことを考へて見た いと思って凶りますことで

あります。先づ最初この項目についてお話を願ひ? こし、と思ひます。建築協舎は懸賞募集を

屡々 や って居 るのであ りますが 、 それが模 ケ丘で住宅仰を やつに時と懸賞募集を しにも の

と現今のと比較して見ると大経縫って来て居る 、 ぞれはタ主張り枇合の要求 する 庭から来て

居るものが一帯大きい原因ぢゃなからうかと考へます。

篠 原 一住宅は生前の要具で・あるといふ丈 . 生前の要件が主主って来れば自然その要具も縫

って行かなげればならないのが剖介に蟹らぬ震に 、1I1J，のものに比較して幼稚な様な嫌が見

えます。私の方の経営地と しては雨三年前に上の芝向 ケ丘と いふのに約 4- fi 高月. ' . i ; ' 初め

まして、それ以来どういふ のを好まれる か と巾しますと . 私は経営者と いふ立場からして

成可〈自分の意見を立てないでその人の考へを簡単に |叫 にして貰ふ ことにして それによっ

て設計もしてや る. 何かのお世話もして居るのであ るが、結束力、ら見る と非常に喜 ば れて



居ります。

松 本一私は 一経後地に於りる iJ : 宅居 H 、ふ の : はなくしてもう少し間〈種 k な場合に私

共がJrJl. t投つ 1=範| 週を眺めて見fこので す ー有'ri も大関 150 閥見首、先づ 140 闘から 170 闘位ま

での科j主のものをす・っと統計に現はして児ましに。坪u設は阪 k でありますがこの程度では

20坪から GO- 70 坪伎の見首であります 。( 洋風建と和風建と) 外槻から i羊風の外視を持つ

＿こものと手 ｲｾ 風の外聞を持つ＿こものと之をＥにして見ますといふと 、 この程度の家に於き

ましては作風構の家は 5 6 % となり和風情の家は 4 4 %、 つまり 6 分と 4 分 とい ふこ とにな

ります、I 1 ! らにこ の内容の方から見ますと、内外共純洋J ]U いふ拡ーな家は私共の手にかり

ましに家の内では一軒もなかっ七 、但し今申します様な程度の家では洋風構で あって椅子

式を主としてそれに若干卦ーの室を加へ? こ程度のものが多いのです 、 それが この次にお話申

上げ やう といふ外慨は和風であって内部に若干の洋室を取つにものにｾ刊行しまして ＱＳＥ

になって、外観は和風であって中は型高能とし、ふ様なのしそれから盤を持って居て精子の

室を附加1へ1= といふ の と こ つ を % に して見ますと 33 と54 とになり 、之を前者の椅子式

に以って行って盤の室を附カ11へ? 二といふ 1 3 %に比しますと 8 7 % となります 、つまり先づ

般中流階級に於りる今 日の好みの流れの一端として 、外車Qは洋風であって内部は和風の

ものが最 も多かつにといふ慌な統計になって居ります 、大館之は 1 年半程のrmに闘係しま

した数多〈の家に付ての統計の現はれでありますから大関! この附級の方々の好みの流れを

伺ふ事が出来はせんかと思ひます。

清水一私は建築家ですが最近住宅金祉に闘係いたしましてまに日が沌いので経験も制

〈浅い諜 であります。私共のやっ て居る のはつ まり月! 拭の住宅です、借家イセをして居るの

はつまらな いが一度に 刊す金もないから J: l 賦で例ひ乍ら自分の家にしゃうと いふ諦のもの

です、家は大fl 豊今45: 本 さんの仰有つ? こ様な 150 闘程度、坪数は矢? 長り 20 坪前後から 5 0 -

60 昨までのものです 、私が建築家の立場から見ますと 、 その家を 建てる人は霊長に劃して全

然無定見 であります、従つて建築弐主主;;; ?苛f として或程度ま での むι 言力が;:1.去え4i:

これは純然? 仁こる告管奇利合『枇止の立場sを? 離れてヨ考雪へて見て、これ等の人{ f . 失込んでよく指導し

なげればならないと思ふー尤もこれまで二 三度も自分の家を建てにといふ人は無定見では

なく 、大 いに意見のある 人も あるが これも埴首・に指導しなげれば鎚な ことになり易い. ピ

カ;m肢の方 にはこ の極の人 は来ない。

篠 原ー私の方で・はつまり家主が自由の心持を示して貰ふ痛に先づ岡耐を書いて1 ' . ( ひます

底力4専門家 に見せるとなかなかその通りに設計が出来ぬことがありますりれども . 結局 、

営業をするといふ賄から見ますと、その人の意志を等霊しに方がー折い〉様に思ふのです。

従来世間では惑い棟簡などになりますし初めから不備な設計蓄を示してそれで建築に着
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手しでもう手の ')1 けぬ棋になってしまって後で迫力II
k k でやられるらしいです。それで甚

ピ問る の でー私共 の合 枇 のお 世話に ならぬ とい ふお方であっても無理に設計書を見せて Ｑｕｾ ひ

ます 、 さうしてこれはかういふJ l ¥になりますが 、あ〉云ふ胤になりますがといふ ので御i i '

意を申上げる 、後でなる べ 〈不足の1-1:¥ない肢に 、さうして現場でもお頼みを受りな〈ても

勝 手 にこち らで技術家に監作をさせて }II{- るので す、 さうするとイl可日 か 日が経過して米ます

と大鑓 舎百止がよ〈監併して呉れるから これは結 柿fごとい ふので32・ばれて居る といふ白例も

あるんです。

清 水ー最近雑誌等が書き立てる結ー県か会¥1 らんが W: 聞の人 はtl と宅に趣味を持って居る、さ

うして 小さ な家に馬鹿に ｾｮｴＱ Ｚ平 山 な 内容を要求する 、 私も 以前に役所 に出 ｪ め て居る時に低利

資金を? 借りて九人許で家{ t > 建てましにが皆目[ 誌があると雑誌や本2与を見て自分の思ふやうに

建て られに家が今になって持 あ ぐんで居 る、結局無理な ことを?や り過ぎ? こ から でーす。

西 村一流れといふことに つ いてですが大韓一寸私のJ占 丈 で 見 る し 克 も 私共は あめりか

屋 といって やって居ります閥係か、日 本家は殆ど来ない . 去年種 k 物債の安い時には 、今

までおｾＮｾ昔い家に位んで 居つ ＿二、南 海 沿 線溢りの 人で、行 って見る と上り低に腰掛りで訪を＿

する様な極〈員面白に金 ｻｴ＾ｾ悲し に や う な 人が多か つ に、 そ れで明るい家といふ の で タ ト翻は

洋式で 、内部は義敷は唯一室位柿 T・の1. f ! J ¥接室があるものが多かつ? こ o 蕗が去年の草インフ

レーシヨン景 気で新 らしい人が金を すばんと握つ七、さ うする とF南南h何，街

てう来1旅ミて|阪i仮反i耐制榊l日計沖11中III沿官紘l仁こ仕Z事!ドLゆ力が2多〈 なつ て予来|収4 る、 さうすると洋館の方が多 いです、 五割以上は純

洋式です 、現に引続きす・っ とやって居 ります j) ; o 1ごか ら建築主の流れと いふも のを見ると

ゴド常に商白いものと思ふ 。

高 橋一芸大に皆様が性宅を建てて賢られる場合に 、どういつに風 1i 家が肢も官れ安いか と

いふ ことについてお話を進めて] 引き? こいと思ひます、 *111目について 、地慎と の闘係fごとか

卒商はどういふ種類のものか 、工貨或は設備等と恕げて見まし1=。これは建築家の方には

経験が少し皆犠の方に非常に閥係の深いことで仰経験の非常におありのこと〉思ひます。

松本一こ れは場所によって遺ひますね 、都舎を 中心と し1=虎と 、幾らか弱l E れて居る EE と

それから車、まれ? こ問問の環境を持って居る底等と睦 k のt条件で異ります。まア私共の経J借

地 でZまれるのは矢つ張り 200 関以下 110- 150 1I1! とい ふのが最も多い のであります 、然 し

て大きさも自 然 に今 日まで極々なのをやっ て見? こんで ありま すが. タと張り自ら決って来る

やう で-す。

松 本 氏 より一人づ L 順 次 に話を進め平合と い』、提案あ って皆質成す。

安 倍ー初、の方は大韓電車の沿糾のD目穫といふ こと が主な目的になって居りますから 一般

の住宅舎磁の経俸とは又多少慶つ? こ貼もあると思ひます 、今やって居ります経営地は十何

ケ所ありまして 、 その場 所 k k によって環境或は地理が皆襲っ て居ります 、私共の方では
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成 可 < . ! f l <位って 11ふとし寸、考から各経営地に 20 戸或は 30 戸の家をその内に建てて腐る

諜で 、 資れる度に新らし〈建築して居ります 、 又どのイ立の ｆ 万が一帯貿易いかと ｲｾ しまする

と、地 ｦｴｾ の高 低によ っ て その 建築技も 大分慶っ て来ますが私共 大 臨地債 の 約 Ｓ Ｑｮ Ｎ に 首る家

主＿建てるといふことを標準としてｽｉＮｦｾ Ｎ り ま す 。 例へ ば西 冶Ｍ溢りで や って居る土 地 は咋 Ｓ Ｐ 凶

です 、 さうしますと約 120 昨で 3，000 副から 3，500 闘位の土地代 金、 それに劃して 3 儲の

約 1 寓 Inl 近い建物を i去る 、つまり土地と 家で一高二三千 固似で す、 この程度のものが一帯

百りよ〈 はなし、かと 思って )l: ' りまし今そんな計算から考へて建築の投加も大惜坪首り盤

建具附 90 凶、120 I!J I. 150 凶の 8 随類をそのこ1:地土地の様子に也・はめて建て〉居りますが

成杭は可成 い 〉椋に思ふんであります。

西村一今係官りといはれましにがそれは 6 )¥):'1'- ですか。

安 倍ー私のは 6 尺 3 寸坪ですっ

福田一私のも 6 尺 3 寸坪です 、| 制凶の方は一般に 6 尺蝉の削念は少ない様です力、

西 村一こ れは最も困ることで御座いますから雨方で示して居ります。然 し最近私共 6 )ミ

主f t ' 弧く云ふのは建築 ItJJ 合の博見合が大抵 6 尺坪でやっ て呉れ まし? こから 、かういふ風に

決まりましにといって Ｖ 尺延昨のぞ 上 げてゐます建築協舎に構成を Ｚｪ ｾ ｩＱ こせて。大いに私は

それが絡に 協舎の御 l誌で助かつて居るんです . 私共は 6 尺 5 寸卒均で割って行きますか ら

1 剖 7 分f立迷っ て来ます。

今井 一 これ は私の方の生みの税の ｗ ｾ 舎 をやって頂 いに 時に大鑓高 山 屋で Ｖ Ｉｾ を 主張し

てJi ' i きまして有難かつ? こんですが 、 6 尺 3 寸であれば丁度 100 凶カ; O 尺であれば 90 固と

いふ4走な皐似になって安い中羨に 思はれます 、x 加lふるに安いといよ、知についてはなかなか

博覧合は好 許をl事しにゃうです、私のブJ は大分あっち こっち にu 宅 、土地t ' 経倍して同時

に家t ' 1そるといふ の をやって ).1: . りま す、一帯初めに牧決に 十:.I "- { i [ 前からやって肘りますが

これは現在では始ど貨悲してしま い ました戸数はがJ 180 戸. その内私の方で建てましに

家が 120 *1:位ありますです 、 その貨れ易 い傾向について巾上げますと . 先 づ215ー値段の黙

であります。十年七 Ｗ 前 の 時は 大蛇 建築費が高かつに時代でーすが必娃具 ｾｈ 130.-- 150 llii lイ{r. でー

殆ど ｩ Ａｾ リ一的に Ｈ ｩｬ ＺＮ ｫ 10 戸乃至 15- 1t i 戸建てたまし仁、幸に i 戸も 越らすに牧務のは資れま

し7二、 その内 て' ( (_; ).!Ji .lが僅か 20 戸{ 立です 、後の 100 戸は皆和風でありました 、最近私共の経

営致しまし1=大美官fの方では一杯最初に経営に着手し7こと同時に 10 戸賀上げました 、 そ

れは洋} ! l l l 5 戸と来11風 5 戸を一緒に建て? こんでありますが 、官際貿行は洋風の方が必< 2 戸

質成りましにが 、和風はもうすぐ建てつ〉ある時に殆んど寅却がfになりましに。 2 階建と

平家建とを比較して見ますと牧滞の方では殆 ど 2 階建ばかり建てまし七 、而 して間数は 6

室 、2 階が 211丹、下が; 土ー酬を除いて 41問、平家は僅か 2 - 3 戸しかなかったんですが 、大

美里f に於きまして平家建を多〈主主てましたが これは案外資行力旬、〉様に思ます 、次に 此

f I 乍以建築協舎主催の下に行 lまれましに陀宅博覧舎の経験を考へて見ますと 、先づftf 貨の鈷

67
1V 



から云ひますと 、 この頃は蹄資力が減 退 して安げれば費れるといふ人が多くありますりれ

どもあそこではさうばかりでもない様 に思へます、合期中に寅れに家の土地と 建 物 と の 値

段 はｺｰＺ均丁度 Ｔ ， Ｙ ＰＰ 陪 ｼ でありま し 仁 、市 し て 舎期中賓残つに家の賀 ｈｾ は卒均 Ｔ ，巧 ＰＰ で す、つ

まり 300 固丈官接 った家が値段が安いんです 、 併も資残の 内へ私の方で特 に建てましに

7，000 闘もする のを 込 めて居りま すから之そ差引 〈とい ふ と更に 200国費縫っ? こ家の値段が

安 くなって参りますか ら結局 600 凶佐平 均 安い家の方が資残 つに諜 です 、 それから間敢に

ついて申上げますと今度の博覧舎で古れ? こ家は矢張り 6 室以上といふ家の方が よ〈 賀 れま

して、 ぞれ 以 下のものは賓建つに傾向に あ るんです、 資 れに家の平均 の宣教は 5 ・36 で 、資

残った家は卒 均 5 室 以下 です 、こ れはつまり今松本さんが先に申されまし? 二週りに経 営 地

の場 所によりま してお客 さん の階級なり種々遠ふ諜ですから一概 にはｲＡｾされませぬ り れど

も、大館郊外庄宅地に来られるといふ様な方は中産階級以上で家内も 5 人位以上あるおー方

が殆 どに らうと 思ふんです から 、かういふ製H' 考へる必要が あらう と思ひ ます 、而 し て 地

債との悦 Ｑ 係ですが 、 大美 Ｑ ＱＩＧＨ 二 於きましては大韓 ｬ Ｒ ー Ｑ Ｓ 幽とい ふ彪で すか ら 、 家はよ Ｇ ｉ ｾ 100 凶

前 後 で 、二三千問 、 まア土地 建物 共 5，000 凶前後の家が比較的よ 〈官れます。

篠 原 一私の方は統計の/1 '， 来 fこものは別にありませんで すが ね. 只方針丈お話 rlJ 上 げま す 、

叫 数 は 大 槌東京主F.. を標準にして居りますけれども 、都合によっては 6 尺 3 寸 の ものもあ る

です 、 まア私の方の沿線に来る人はさう徐り金持も少いと見えまして除り 立派な もの も建

＿こない様です ｯ 大 問 機ｾｻｦとって見ますと 東京 叫 、 そして概して土 地 の償 絡 の Ｒ Ｑ 芸乃 至 Ｓ

供位の悦格の家が一番多いで司す。

篠 崎一 私 は 認 で 質際経験といふ こと を巾 上げる のに何 も過去を持ちませぬ 、。j: し皆占禁の

御経験になっ?二ことを第三 者 として極 k 拝聴さして l頁か うとて出て参りましに 、先刻から

の御話も結論が各遺って来るんですから 、 どうも 原則的に 且単一的 に決まる とい ふ ことは

賓際上出来ないも の ｲｾＧ らうと考 へ て居ります 。 それから先程お話の建築貨のＮｬＺ Ｇ ｉ ｾ Ｇ ，詰り翠ｻ貨の

話題であ ります が 、 これは結巣から云つ でも専門家同志の聞の取倣方で あるんで 、質 i僚は

総 金 額幾ら の土地建物がお客 さんに劃する 購買力の闘 係 上標準にな るんにと思ひます 。 そ

れから坪J ) & の標準の問題は私は甚r:: 古臭い様ですりれども矢張り 闘 西は 6 尺 5 寸 間 を以て

標 準 に して頂きたい 、 それは規格の統ーも出来て居ないし叉賞際から考へて見 て も6 尺 5

寸によってそれを棋 準にして建るんですか ら、 それを 6 パ聞 として 単僚を引下げて表 示す

るといふ こ とは成程今日まで問題は起って居らぬ fごらう と思ひ ますりれども 、質際に首っ

て見る と6 尺 3 寸の投が入って 居 ると思って蛍って見ると表示しである数字は本聞の坪 数

になって居る 、 その聞に 1 割 7 分 の聞きがあるとい ふ様な一面規格統一 の 喧 まし〈 云 は れ

る時に 、商 取 引の 表示が二様 に出て 居 るといふことは之は徐 程考へ物ぢゃなからうか 5 尺

8 寸 の 設 が入 って居つ でもそれは成程そ れでい 〉と 思 ひます が、質際閥東の 8 些は閥面の

6昼に必敵する 位の利用坪教を持って居るといふ様な抑念があるんで 、矢張りどうも註際が
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きういふ夙に大きい建物なら単偵の表示も大 き〈なっ7こ方が簡翠に判ってい〉んぢゃない

か、尤も商略上 準債を下げるといふ必要に迫られて居る営業上にも閥係がある? ごらうと 思

ひます。もう一つプランであるとか様式であるとか云ふ こと は大惜施主の方には徐り大 し

た考はないん? ごから極 〈無難であるといふこと が云はれる、従来の 日本建築は無難である 、

この単調を破っ て行かう t いふ のは之をリードされる建築家の方 k がおやりになって居る

んであって 、1 度呉服反物の流行そ矢張り織元がやって居るといふ様な意味と同じやうな

立味合で、今年はかう いふ色が流行るといへば御婦人が矢強りそれを喜ばれると同じこと

であって、 どうも専門家がこの頃はかう いふ傾向があるん fごと二三迫随な さるとさうか と

思ってやるんぢ ゃな し、かと私は考へます、従ってどうも外部が洋風であって内部が和洋折

衷になって居る 、外部が洋式といふことは一般に受りられるんぢゃないか、さ ういふ こと

をお・やりになることが建築家の御趣好上 の御都合か乃至は御皆業上の利益採算ーの閥係上或

程 度 ま で き れ 、ふ，0¥lな誘導方針が自然に決められるのであって 、果して保存上或は住って

居る人間の趣好上或は便宜の上から云ってそれが永続するものかどうか私は一考に値す る

ものと考へて居ります。それから近来どうも非常に建築が進んで来まして大慶能率の高い

プランが非常に進んで*1こ桜に思ひま すが、これは一面非常に結構ではありますりれども

私はもう少し間合じみに 、のんびりとしに聞は抜けて居るげれども住んで見? こら自分のJE!

ふ家として何とな〈朱がのんびりとしてゆっ? こりとしに家といふ様な方向に少し技術家の

誘導方針をイ司かー・つお;111へになつにな らば徐桂よ〈なって行 〈んぢゃなか らうか、現代の

非常時としては失張り少し経つ? こりとしに気分を起させるといふことが或は図家的に考へ

て見て非常に必要なんで 、どうも高所で一つキ凶式にぐるぐる姻つにら刑事が慎んでしま

ふとし、ふのは考へて見ると便利fごりれども一向にのんびりしない 、何? ごかオフイツスでや

って居る能率刷出j的のものである、建築技の jlil j映といふ上カ' らおって己主? 得ないか女nらぬ

が 、 タよ張浴衣がりで親子 ＵＭＭＶ 人夏になっ＿こらごろねも ＯＱ｜ 米ると云つ Ｑｾ やうな間の抜りに

J J ! g がちっともない様な傾向をとって居る様ですが 、こ れは少し例外的であるかも女11れませ

んけれどもさういふ様なものを少し試み七方が行詰りかけ? こものを叫回する 一つの方法に

なるんぢゃないか、そんな犠な意味から私は考へて伎宅が徐り内 ＱｾＱ｜ が洋式になるといふこ

とは非常に鑓化が乏し〈なって来て 、決して その特長を否定す るんぢゃないりれども徐り

に進み過ぎて行〈と結局合はぬ様なものが出来て妙な ものになっ て来るんぢゃなし、かとい

ふ械な策分が致して尉るんです。

清水ー私は経験のないものですから過去の経験のお話は出米ませぬが 、この御出席下さ

って居る皆様の中でどうも中産階級までの住宅を月賦で狙って居るといふことは私の方丈

の機ですから 、 さういふこと をやる 動機といひますか、技術者としてきうし、ふことを? やっ

て見? こいと云ふ考になっにことを? 少し述べて見? こい 、それが粘q 私の意見であり 、或は少

し理想に亙るかも女11れませんが 、初、が これから経佳しゃうと思って目指します躍は今お話
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に出て居る様なものより ももっとつまり低級なもので . 考へJ隊によりますときういふ様な

低級な家に住む 人はその間借家をして居ればい〉ぢゃないか或はアパ { トに住めばい〉と

いふ ことになるかも知らんが、可なり日本の現代の祉合月号の中に私はサラ リー マンを主と

して狙って居りますが 、共 中には月牧 200 凶111:: IJ 似の人が津 山あると忠ふ 、さういふ 入力quJ

年間か2誌を建て住宅を浩らうとして居って結} ;; j は依然として併家住ひをして居るといふ様

な人が随分ある . それが而も晩年になってきういふことを考へて結局住宅を持? こないで仕

舞ふ といふ様な こ とが随分ある 、 さういふ風な人達の住宅を何とかしてやって見? こいとし、

ふ様な考からさういふものを建築技術者として初め? こ詳です . 私の 1ド述べます立見は或は

他 さんの方にお差障りがあるかも知れませんが その賦は御許し蹴ます。現在建築協合でや

って居る 1等質舎のものや 、他の自完成住宅は2誌をお賀りになる方は本営の目的ではなく土地

主? 古るとか或は地1X1を上げる所に狙ひがある 、家は ffl にマネキンに過ぎない . 従って之は

買安いといふことではな〈挙ろこんな家に位ん? ごら面白からうと云ふ様な一時的の考でtt:

u 様な人を狙つにら一呑 L、し、んfごらうと思ひます 、自然そんな威から先程篠山なさんが仰有

つfこ様に成可〈間取をフリーにしておいて気が向いに ら叉巡りかへる 、或は! 阪になっ? こら

まア楽値で買っても地所がそ の時分には上って日るか らいいぢゃなし、かと云ふ諜です 、Tご

か ら技術者はもう少 し調子を下して やっ て見てもい〉と思ひます。又一方賢れ} ) ，い僚件を

考へて見ますと之はそ の人の住居技として IIJ し 得 る 生 前 伐 の % か ら訓W，して やって行〈

べきであります。先づ 150 凶、 200 ｉｬ ｾ Ｑ 程度までの牧入の人が普通家 ｌ ｴ に支Ｃ Ｑ｜ って ｨ せりま す

% は生活史の 5 分の l 乃至 4 分の l 位です 、 それを }'J 賦なり年賦なりの程度で行りる程度

のものにして且将来家族が増し仁時に手仰に買換へ得る様な極〈ありふれ? こものにすると

い〉と思ひます o それから先程か ら大分j : '1ユ問題があっ? こ様ですが各 、立場立場で色 k であり

ませうが、どちらにして も不正時で悶ります 、思ひ切ってメ ート ル法によって統ーを? とつ

に方がよ〈はないか、 それには建築↑ 晶子? 等が 中心 となっ てやるべきでしゃう。

福田一最も官安い住宅は結局話・: 変・する人が多いといふ ことになれそれは又株式金制に

閥係して来ます 、先程も御話がありましに様に土地 と家とのひっ〈るめ? こ値段が 中心 とな

ります 、大韓 弘の方の経営地は土也l貨に非首な上下があります 、11災りに芦屋の様に 70 凶の

廃もあり 、瓢箪 山のやうな 12- 13 1泣lからの成もある とい ふ様な具合ですが大韓お客さん

の希望する鹿は先づ 3，000-- 4，000 Irt lから 8.000- 9，000 凶、平均して 5，000- 6，000 凶とい

ふ見首の彪が一存官れるやうに思ひます、土地の宍IJ 介が住宅の割合よりも非常に少でそし

て先づ総金額 5，000 回! の家としますなれば 、 先づ 1，500 ｾｾ ｉ の土地に Ｓ ， ＵＰＰ 闘のもの 、こ

の位の程度になります。

森 本一今夕は 出て参りまして特肢の御研究をお伺ひして有難う向l雌います o 世は私は自

分が除り出接の iifij に官; って居りませんので、志向かい貨駒上の話は質は持って居 らないので

あります 、先づ土地と住宅といふことに到する考を? 述べて見? こいと忠ひます 。元来土地と

t V  7 0  



かれ1宅 に 閥 係 し T 居一りますものはどうも一般他の職業の人よりも非常に頭が遅れて居る

椋に思はれて居ります。不動産を持ち、ｻＡ＿家を持ち 、 二 ｲ ，Ｚ地をｾＮｪ守ってか［る人が 、 食ふに 子ｦ ｾ

向rJ ¥力; 完工い;ffl営75・栴附級の人であったが放に 、日IJ にば? こぱ7こあせらいでも俺は食へるんに

から 、 有を好んで新らし Ｑ ｜Ｑｾ {f Ｏ Ｇ ＱＧ ， す必要もないんに Ｎ まア絞〈り柿へてやって Ｉｾｩ ればい ｨ ぢ

ゃないか と不知不識 のＯ ｬｬｉ ｬ こ 幾分時代から ｬｲｾ 埼されて行くといふ様な感じになっ ＿こんぢゃな

いか . 然し時代は何時までもさういふことを許さない諜であります。住 宅 t いふことは闇

家の_ f - ，から考へて極めてm大な /1¥J i t 1 i であります。衛生上からもその他総てに冗って策分の

WJらかな家にれてんで居る人は何時も他康である、従って村; ，[ 1[1 も健全でありますが . 陰博な

家に {-I: んで照る人には佐々にして取返しのつかない様な不刑事が起つ 7こりする様なことカ 2

あります o これは1i ・宅のみならす・その土地にも非常に闘{ 系があることであります 、叉住 宅

の設計ー には随分注意を要するも ので 、 よ < "1' ，" から 11
1すこと ですが家を持って来Tこら主人が

病気になり失 k に病人が出来て具合が裂い ‘ fi ーは家相が悪いとか云ふー駄で葬って仕鮮へ

ばそれまででありますりれども . 私は必す》しもさうでない . その家は必す限切
Z
通らないと

か或は種々の方商に於て衛生上不通首の家てーあります。之はー{ 防l人の家でありますが大き

く考へて行〈と岡家とか社合とかいふ上から考へて極めて重つにな結果になるものでありま

すから土地やH'. 宅の経営者は i{l に経術的方面許りでなく総ての方商に考を巡ら す必要があ

ります、世の中は日進月歩刻 k に進んで参りますのでありますが家は一旦建築しますと最

平手料{ に収格へる諾に行かない 、 その家はめらん映り - -{1M人に容を鳥し、惹いて園家の闘

ｾの進歩ーをＡｬｦｌ害するといふ様な大きな問題になって来るんぢゃないか 、 Ｑｾ Ｇ から先づ 他 のも

のよ りも - t y先に進んで将来を見越して総て の施設を極 k の ことを考へて置かなりればな

らぬ 、先刻から干J?様の御苦心のお話{ f 承りまし1: が家主? 建て〉そのま〉満黙といふ ことは

絶針に不可能主思ってい〉と思ひます 、これは皆各 k その好みによる ものですから 仕方が

ないんで 、只要は1 1 ' ひとして鴨裁を備へ衛生的で . 大し7こ不 i誕の瓢がな いflit 度でい〉ん?ご

と考へます 、 それでこの{ 十主の設計を矯され る方でも、文化の進歩に際じて進み、段 k と

新日去を出して就かねばならぬ 、時には徐石になる様なものもあるが これは致方のない貴重

な犠牲であります 、建築家は枇舎を一歩見越してやって貰ひたし、。 が| ふるに色 k の施設も

経桝問題のみにとらわれ十に完備を? 期してやり? こし、のであります。何にして土地経営とい

ふことは原似の安い庭を求め思ひ切っ? こ設備をすべきである。

清水一今! 兇は家相の/ l r J 題について話が一つも出来なかっ fこ様ですが 、賓際問題にならぬ

事かも知りませんが、私の底は非常に問題にして居ります 、Eまるといふ方面から行きまし

て、今でも枇舎に家相とし、ふことは可なり根ぎしが訪れ 、 建築家では葛ｾ号さん溢り可なり

研究して居られる桜ですりれども 、住 宅r: ｾｊ 題と閥聯してこの家相について一遍座談合でも

して研究して1ai ひにい .. l'iL に科皐・的のもので無いといふことで一蹴して仕舞はん とこれに

釘して如何に成するかをよ〈研究して見る必要がある。
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森本一家相の観念はどうも祉舎から 取 去 ることは米来永肋不可能の ことである. それを

前提として経営するも のは考へて行〈より仕方がな い d

高 橋ーそれでは このと塁で連記 をJI二め ます、 後 は随意 に御話を櫨紛いにし:抜き?こし、と思ひ

ます 、今 l民は御多忙r . 1:'御 /+' ，席下さい ま して色々と御研究の結果 を伺 ひ ましにこと を有期H

御融 市上げ ますo ( 終)

安 倍 親 雄

今 井 英 雄

岡 田 孝 男

篠 崎 粂

篠 原 正 雄

清 水 柴

西 村 辰 次 郎

稲 田 坦 夫

松 本 儀 八

森 本 喜 太 郎

矢 田 鎖 識

正 fS! 表

本 務 執 筆 者 紹 介

度大活! 日』製部卒業 、阪市lff2. 行' i ' t i : 餓株式含肩上地所課 長. ( 座談合 出席 〕

大阪高等商業ｾ ｾ 校卒業 、 関西土地株式 合 前 ｩ 勤務 、 r  =1: 地務管に於ける分; 浪住

宅地 のー現勢 J の執筆者( 雌談合 1J 1J 市〉

エ製士 、 JJ 1，. 大正li 築撃科卒業、三 越大阪支応住宅郊に私自日J せら る、 「小{ 主宅プ

ラ Y の研究j の軌鋒者

早 大 陶製 部卒業 、住 友 合 資合玩t地 Jjfr 課長、〈座談合 H:l 1市)

阪和定年{ 餓泣株式令副総務課長、大阪 近郊土地株式合 紅専務取締役、 Iニ1--地

経f ' t 者の淑たる佐子i : : J の執筆者( 座談合 出席〉

エ与さ 士 、 東 大沼Ｚ築ｾ ｜科卒 業 、 清水 策ニ 建築 事務 所 生にし て 、 大 ，ｦ ｾｉｉ Ａ 1:'七令 副専

務 取 締役 、 「小住宅封策提唱 」の執録者 に して座談合 出席 〉

東京高 等 工 業者 匹校卒 業 、 あめり か 尾 最 ｴ 主Ｈ陀談 曾 ｕ Ｑ ｾ［ Ｉ

日本住宅株式合従支配人 〈股談令出席〉

京都高等工 藤製校卒 業、大 林 組住 宅部長 、 f 住宅地経轡 に 就いてJ の執筆者

( 座談舎出席〉

株式合枇六官官班長1: 長( 座談令出席〉

工 率士 、京大建築 製科卒業 、大林組住宅部 作動 、 「住 宅総替のおi 相々」 の執

笥E者

本 誌 賀 ｾ Ｓ 月鋭 〈 第 ＱＶｾ 砕第 Ｕ 披〉の 松 室重光氏 執 事 「 小 野 木君の 面 影 」 中 の 験Ｇぷ は 腹沙 の 間違ひ に 付 ｉｅ 誤 す
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中 庭 の あ る 家

Gebhar d Appr ich 氏設計 D er Ba umeister 誌所載

一見宛も公館か事務所 の 主ｦＱｾ大建築物を思ひ出させる卒商をあらはして 居 るが 、 上掲模型第員に見られ る

通 れ これは一階建調立住宅の甚Tご費つに興味める一例である。卒家 とした所から推察するに 多分郊外の地に

建設する心算であら うが、相官の都市内に建て て も、静な 中庭ある矯卒和な家庭生活を営むに好都合であら う。

正面出入 口に紋いて直に 居室一一ー位宅の 中

最 も栢i要な室一ー あり . 主人室・浴室( 使所

f・1"き ) ・主主it安 ・1谷室 ・客室 ・使用人室・装出 入

口・便所 -家事室 ・料理室 と共に硝子j長りの

廊下を挟んで中央の芝生を取谷いて居る 。

建物は 17米 x 17 米 即 ち 2!)8 平方米( 約 88

坪Ｉ 、 その ｉｏｉｾ 25 卒方米は露天の*1をであ る。

屋根は 中心へ向 つての八千庇れD 卒凶TI ;¥i j には

詳細なる寸法の記入あり 、家具の配置亦明

白 ｄ 依ってこれ以上の蛇ｽｾ的説明は全〈不

必要で ある 。

ポ y ベ イ から猿島II した家 え スイ イ ンに

も とんな風な系統のもの がある 、多分そ の

越 か ι 暗示を f11 たも のであ ら う、商閣風の

もの を北欧: こ試み た鮎 が 鐙 っ てゐ ると い

へ や う。
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ア ル ス タ ー 河 畔 の 家

E mil Fahr enkamp 教授設計

Der  Baumei st er 誌所i阪

これは宏犬な外庭を持つ従来の趣旨の下に設計せ

られに住宅例である。最も商白い特徴は建物夫自身

を庭問が非常に符接なる相互関係を保も共に相寄っ

て揮然1: るー邸宅 を形成せる貼で 、明快なる居室の

フレンチケースメント を通じて屋外に歩を診し得る

は勿論、有効なる階段及びテレ ースを経て第二階か

らも 直に庭闘に出られる棋になって居る。位置はハ

ンフ' ルグ 、ヱルベ支流 アルスタ ー河畔。敷地而積は

75米 x 24米。左に掲げ? こ卒商闘の左上は書 婦、左下

は居室 、右上は料理室、右下は食堂なり 、と 附記す

れば大腫の見首はつ〈ことと思はれる。庭園には芝

生・石 ・樹木 を通常に配し、山 毛暗号 ・憾樹・エニシ ダ・菩

提樹・ 白梓・栗・使・楓等を楠込んで居る。間関風の気

持もよい住宅である。
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第 二 階 本 位 の 家

Robert .  Mall 巴t- . Stevens

氏設計

L'  Archi tecte 詑所 i!;!<

元来住宅に必要とせられて

居る主要各室を第 2 階に取込

んfご所が、 この住宅の主眼貼

である o !ii P 階 に食堂綾居室

寝室・浴室 ・便所・料理室を 、us

1階 に寝室・倉J.t11 .物世・洗濯室

を配置し、特に 、ti P 階の食

堂殺居室はJ m< 明る〈自由な

る眺望を得ベ 〈細心の注意が

主Jll はれて居 りこ の住宅の生命

は専らこの室にありと云って

も過言ではない。緋ifi 材は餓

筋コンク リート 及び 中宰煉瓦

窓は金属製上下窓、媛房は中

央股房。筒、 屋上及び周| 却 に

充分なる庭闘を配し. 総てに

健康と明rVJを表現し、将来の

住宅建築の一方向を暗示して

居るかのIrJl がある。最近我園

に もこ の趣旨に立つ住宅がー

こめらはれて来仁。

‘ 。

i ・.. ... .... -..

ｾ＠

， 

. 一ーー

第 I 階 買 ｾ 2 階

7 5
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詩 人 の 家

H arr y  R osenthal 氏設 計

Baukunst  &  Stli dt ebau 誌所il戎

26米 x 16米の敷地に整然1こる庭園 と共に建設せら れ

ペルゴラあり 、卓 子 椅 子 あ れ 芝 生 あ れ 庭園は宛 も

各室の延張の如き役目をな して居る 。階下に は書庫 ・



書蔚 ・便所等、階上には寝室 ・客用 j出

室・料理場等あり . 朗る単純で開放的

である。

詩人の家は現宜を離れにかの抑め

る一寸突飛な住ゐである。流石に詩

人の家 らし くて町白し、。世俗の一般

人間生活方式と 級建い風貌を表現す

ることに依り自然に近い生活を張主li

し得るものと信じて居る人 k はそれ

が事宜上却って不自然含伴ふ場合め

る E を知らない 、建物を庭園或は共

の他の自然に近い表現物に専ら相関

連せしめんとして却って住宅建築夫

自身 の機能を危ぶませる 湯合め るこ

とを9: [1 らない。要するに この住宅は

幻想的和!i frrl l
の充満以外の何者でもな

いと 言ふ ことが出米 る。然し乍ら 、

主主に最も注立すべき 事項は . 一般に

幻想を迫って始 めて現'ct の進展を? 米

すと云ふ原理を忘却しではならない

ことで . この意味に於て 、この住宅

も亦、;25の家の一表現として頗る 興

味深く E 士号重なる例となる所以 でめ

る。向、本欄に紹介せる他の数種の

住宅も 、少〈主も彼我気候 . Oi l土の

相違甚しい我園に劃して 、何れも 、

その依有数なる参考物となり得るも

のな りやに就いては認に諭す' る迄も

ない。唯以上と問機の見地に於いて

その精l，iJ ll (こ於いて貴重なる資料とし

てが{ 介に値す る ものと信するる。

7 7  IV  
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l )A o  AT E U豆日

自'l; 6 続 税

事 術 家 の 家

M A  R obert o  Da，'ila Carson 氏設計

:.I odernc  Baufor men 詰所 載

此 ｷ に 掲 ぐる ｾＡ［ q 虎乃奈 ):(>7 披 型 の 各小佐 宅 は

その 中 にアトリエを合む ￘ｩ ｾ ｉＧｬ Ｚｳさ術家 向きの語えであ

る。 『詩人の家』に比 してm質的 のもの 0 4 面白11土

び 箆 ｾ ｾ宮 Ｇ｢ＮｩｦＺＨ は 維新Ｇにとれが説 明を物 知って ゐる故

蛇足を力日へ まい。

CM設 吉田信武 〉

第 7 披 珂リ

7 9  I V  



( 絶版) 11hl 東 震 火 災 現 察 記
震 災直後本協合員 の税務報告集 定 償 3.50 悶 ( 迭 料 12)

( 絶版) 住 宅 懸 賞 園 案 集

サ; /- . . ーハウス 、1 : ( 長尾の懸賞

定 債 100 悶 ( 送料 10)

l凶案集

( 絶版〉 婦 人 の 住 宅 知 識 Zじ て ま な る 住 宅 の 縦 叫 定 償 1. 00 間 借 料 10)

華日 干リ 位 界 最 近 建 築 圃 集
欧 米尖紛の新建築の潟員集 定 憤 050 回 ( 主主料 8)

ｈｾ＠ 皐 校 建 築 園 集

幼 ｦｦｾ 閥 、 小製佼 よ り 大鋭校に到
定 憤 1- 00 回 ( 送料 18)

一
る ｪｾ の首長 ｎｩ の祭校を納級す

干U

z芳d之1'" 主，巾主， 東京帝主主博物館 、東等京美術館 ifi:

新 最 近 建 懸 園 集 人 合 倣 、 日 本生命官'[ f の東洋 趣 定 債 070 悶 ( 送料 10)

ｲｷ 舟基調とせる大建築 懸賞 ｛ ｾ ｩｬ Ｑ［長

( 絶 版)

記 念 出 版

集 工 費 却O回|以 内 即 日 明 以内 の

住

i { :ー，
国 安コ司ミZ

小 住宅懸賞: 悶m
定 償 1. 00 悶 ( 送 料 10)

近 干リ

記 念 出 版

大阪の地質を 500 筒 lfr に豆 P 調

定 償 3.50 悶 ( 送料 12)

大 阪 市 地 質 調 査園 表
査したもの

近 干リ

記 念 、 出 版

集 工費25: 0回| 以内即 1'::0主F以 内の

定 償 1.00 固 ( 送料 10)

績 住 宅 園 案
小 住 宅 lJZ同上 の袈Jj) i間集

日 本 建 築 協 含 後 行

大阪 ・北区 ・朝日 ピル

銀替口 座大 阪 39975

己 の 技 術 と 特 長 !

庭 問 の 設 計 と 施 工 は 刷 新f らし章 、遊 間 抑 制 し て 古

き経験と研究を凝らした 、券関淘特の設計と施工は 、経 済

的に食用的に民に皆さんの戸外休主主目rr として の御要求は完

会 に 具-fi1iして 居ま す。

造 闘 樹 木 の 大 蜘 腕 有 っ て 各 樹 木 妙 味

燃 して 居ますから 、主嬰治闘材料たる 、樹木が最

も安〈良い品がも1 : へます従って訟闘費用が" 1 ( 1 ; (

て完備した立浪な陪闘を治る 事が出 来 るのです

とのこ拍子揃っ た湖特の持術

と特長、 との 魅力乙そは・

野i然 f也の退役を許しません。

「造園案内贈呈す」

兵庫懸川遺郡山本

金 問 養 樹 園

庭 園 工 務 部

電話池田- 0 0三醤

。回路阪急;f記事 山本陣下エ[1一丁〕

; 責 fjJlj

柳 冷 堂 書 庖

丸 善 本 支 庖

養樹園に生産さ

れる品と販責晶

Ａｩｬｩ ｾ ｩｪ ｊｬｬ樹 街路並木

:!.I措J 苗木 抑 1J: 樹 木

花' j 'f 球 根 強 子

段差主総兵 i込Jl J毅品

カタロタ無代進呈



談 室

皮 ￯＿ ｾｊ 片

ゆ Tこ

• 
紫外線主透過する則子 治: 汲 1. v ' J されたが 、翠 に 光

線だけなら直接窓を排して紫外線を吸収したらど

うかと 思 」、。

殊 に大阪の様 な 工 業 的 喫 煙 の 旺 ん な 都 市 に 於て

は、肝心な紫外線も 途中 で煤燦等のた めに幾分は

吸収されるから 、 j ' t 際の透過率 も甚だ貧弱なもの

に なり は しないカ ‘と ｽＲｽ Ｎｾ 、 。

丁度月光によって熱を求むる様な結果になりは

しない か ?

文明と は結 局廻 り泣いこ とのかl名か プ レー y ソ

ーダをストローで飲む近代人も 、接 初 に そ れ を 川

」、る の肢 は 行はない だろう。

• 
イ ミテ ーシ ヨ y ーー |止は泊 々 と し て 、代 用 品 横

行 の時代を現出してゐ る。甚しき は代 用 品 の 方 が

天然材料よりも高聞に取引されてゐることがある

が矛盾も甚しいで はないか。

そんな ら何 を脊 し ん で ま で 模 造 品 を 使J+J せ ん や

である 。

さしあたり主主化の紳から特許侵笥ーとでも訴へられ

る防である 。

然し模倣は結局模倣であって恰も主主花の様なもの

であ ると恩」、。 そ の 策 光 は到底野の花のー 伎 にだ

も及ぶまい J

そし て 乙のイミテーシヨ y の綜 合 に よっ て生 れ

た生I l : 築に来して良の美が表現されてゐるだろうか

それは X 然の材料又は新に創造された材料に よっ

て諮られた建築には到底及ばない。

それは 模倣とかl迭 の 世 界の相;主 である 。

面 白 い 商 責

欧 遊 ｾ＠

カ〉

捗=T'; 節商白〈 、静なるキヤネノι をゴ y ドラは滑

る。 伴に横付け になろう とする と、mを旅の先に

イナ けて符 構2，て民ーる人が苅を引き寄せ乗治: を E主に

主主る手 JJ ) j をす る。そ 3 して去年下 の心 付 にあづ かつ

て居る。車高似する［溺 ｬｦｲ で は 相 Ｇ ｩ ［［ ｾ の牧入 になるら し

い。 ( ペ = ス)

自動車 が 何かのは ずみで 衝突 をす る 。 故 障の鴛

か 、 或 は 不注意なりしか 、 双方共に相 ＱＺｾＮ の 理屈 が

あっ ての ζ と、 。1: しそんな事を ] {ー に口論 して居ら

れては衆主主は大 迷惑。 そこ で附近にう ろつ いて居

る仲裁役を見付け一任して話 しは後からと計 りプ

ープ ー飛ばし てイ上会[ ふお蔭で筑: I. t 大 助かり 専 門 の

や1
1

裁を引受ける商資は合理的である。〈ペノレ 1) Y )  

汽車の中で食事時間に食堂本へ行くには荷物を

其伐に して 泣くの は少 々不安の様な主主 もする隣り

の人 i亡依頼 す るのも 何 んだ か 然 の済 ま ぬ よ う な 具

合 、 そんな額色を篠 してか係り入品 は よくないが

兎 も角 態 々やって 来て荷 物 の 番 を して居るか らと

親切そうに自分の座席に運ぶので安心して食事よ

り鼠 って来ると 、75・然謝涯の問題になるイ.Yi かの時

間放 30 銭も 呈 すれ ば よかろう と渡すと荷物 2 1Ji>1

の帯には 50 銭 が 響ii I i だと如何にも請求の権利が

あ るよう に 7 ' y プ y して居 るに少なからず気 を惑

くした がイ火事iせ し弱 身 が あるので 20 銭 の 選 加 を

{ 射たな くし た。斯くして 5- 6 人 の 呑 を す れ ば 一

寸小使銭になるよ うな主主が す る 、 尤 も 相 手 li ヱ ヂ

プ ト人であった。 〈カイロ ー カ シタラ 間〕

60{111で 何.んで も版一杯召上り次第と云ふ食堂 が

ある 、一寸 筑: に利盆があ りそ う で 防 費 に な っ て 行

く民主を見る と別 にti 1. をす る計りでも な い らしい。

人の食慾も大抵知れたも ので、 そとを泊った広が

面白 ν、。( =-- ウーヨー ク〕

モ y ・マノレ トのセタレツ カに行 くに は驚 か ら岱

式 の Ｗ ｪＨ ｾケ ー プノ ι がある 、 主主り の 貨命より下 習 は

安い 、之れ は考へ たもので 、郎り は大 抵 散 歩 が て

ら〈・るぐる廻 りな が ら:!ti を下るので、貨4訟を勉強

して居るものと 思 は れるｰＧ Ｂｦｪ ｾ更はむ つか しいもので

ある 。( 巴里〉

タクシイ の 料ｾ に 同 ｔ 綴き の公 闘で あ りな が ら腕

りの符が 少ない 1;t め倍傾J l [l ち往似の 賃命を請求さ

る ld 包が ある 、 ローマ の公 開 、巴取のプロ ー = ー

ユの森、 つまり割増と 云」、事になるが 、地 理 に 不

案内のものには一寸 Ｍｪｩ Ｇ ｾ ぃ支 扮ひにな る、 ｂ 寄りに甘

〈治: を引掛 けれ ば 巡 i純手のホl盆とは 、 そと が商 賓

の面白い虎であろ うか。

ホテル に ｾ ￬ ＺＧￍ ｪ 自する人 々 の Ｑ［ｴめに 位 操教師を雇 ひ

男も女も海水着鐙るげに海岸の砂地に飛出し、重土

81 IV  



官 の 併 に 髄 ひ 規 則 正 し い 運 動 を し て 居 る の は如 見

何 に も 心 地 よ げ で あ る 。 先 生 は流石本職丈けあっ

て皮府は銅の如〈 、筋 肉 は 迄 しい問責柄大切なtt

E事

本 はとれ除HJ:里美製な る鮎である。 〈カ '/ 1 )

ガ タ ガ タ ホ テ ノレ

達 識 生

終業柄どとにいっても我図ほど格訟のしっかり

した民主 lまないと信じ 、叉 j折くある 事を 立澄する。

それ は行 く 先 々 是非共 厄介にならねば な らぬも の

に「ホテ ル J があ る、似令防火構迭にはなって居っ

ても組惑な煉光或は石積、仮 令 コ ンクリ ー ト 構 造

で も 也 事 の 往 復 トラック iiIJ;t&の皮毎 にγ タガタ宮2

1fiI J を感ずる民主に飛込んだら旅で受ける 印，s < は人一

倍 不 安 を宿 す 事にな る。

上 海、香 港 の安値な建物 に管業して居る旅館 は

滞気味の悪い程貧弱極まる且つ需Li 去の構迭で 、若

し地震 が あ った らー たまりもあるまいと 、 はらは

らするのは専門家 1'1元 よ り 素 人で も同感で ある ら

しい、最も一流の欧米式に出来上って居る堂々た

るホ テノしはそんな 心 配は無用である が。

「ヘーグ j の D ・V ・D ・ ホテノl 絡式は ;光づ五流以

下 で あ ら う 。 ガ F ガ F の 標本 よろしく前と 横 町 を

iiIJ る電車の袋め到底安眠出来 な い 、 のべ つ幕 な し

地 震 同 然 、よ〈 あんな不安な建物に生前して平気

で居られるものとつくづく其 の呑 叙 さ 加 減 に 敬 服

M E  生

ある病院の落成した案 内を受 けてかたの 如 く 数

時間を裂 し 設備 、完 金 、立 汲な病室をI / f i めまi殻

Mffi :Jt 他を見夢、 最後に地下室の根野堂 l亡奈る先

着の甲 、 乙 の舎 獄、之れは使キIJ だ、i ! <J ; f ( でいよい

よ息を引 取って親戚 、 知巳と 此 ｾで告別 、 量豊野を

済ませ火葬場に怠られるかな 、 まて よ、 いっそ ー

思 ひ に包熱で袋 ν 、て貰え 11' ［ｉｦＮＺ［Ｚｮｾ解決する前の 部屋

に催がある よ うで はないか。 乙臼くあれ ば雌でな

いよ 。 iiIJ風 、機 側 主 の 一 部 だ ょには四五の見み者

連大笑ひ 、 外 凶にお王 宮 ーの丸ｬＡ下ｬ￞Ｚに火 ｾ ｾｾｾの 附 腐す

るのはいくらも例があるが 、 何れｾ の 内 病院にも

それが出 列ミる司Lで あ らう 。

競 技 結 果 後 表 前

逸 名 氏

罪名J f n _ を沸かす懸賞競技後表の 日を一 日千秋の思

ひ に懸募者 は待焦がる与 、締 切 後 色 々の方法で雲

行 を 探る怖 に 掛け られ残 った第 ｬ 日 は ｾｏ 、 幾 日 を

終て 25 にな ったそう だ 、イヤ今日 A 稼: l ' E貝は最

後 の入選教 を決 定 に出掛 けた 、 それからそれと特

約は飛ぶ何髭から何油 、あす ζ か ら1ft i皿、五主主主 し

たそうだ 、 l 辿を過ぎ 2 迎 1mとなり霊長表 のjgJ 日 も

愈々迫って来 る、R 自分 の分 は どう しても ii i・選 の

する。「ロ サ Y ゼルス J M ホテノレ 5 階 建 外 淑 は如 何 激怒 lCOパ ーセ '/ ｾ ，＠ c 訴 し を れ のが務 ち る様で

にもノ、ィカラに見ゆるが 、之れも従事 のi凶行にし は建築界は |剖 だ、 D は祝賀舎はどとに しょうか、

かも 大 形 の 車墓の 連特さ る L ときは部殿には居 ら モ Ｍ ｈｬ ｾ 恨の油知があ りそ うなもの 、 ｲｰ 、 乙 、 丙 Ｎ

れ ぬ 位 の が た 附 き で あ る。地盤の軟弱は最大の原 丁 、 ｾ Ｚ ｉｉ ｊ に なって Ｑ ｬＡｾ の首 以卜Ｎに符ちあ くＧ んで居る

|人|で もあらうが 、之 れ に 封す る総長Eの不備 もある 背 しい時も の をいはぬ市1
1宇官1I を敬涼 して 11' 索 、易

惑 で み ら う 。 木 造 建 築 l亡馴 れて居る吾々は火災 の を税の敵 ｩ ｾ｛ にｉＨｴ ｬ ＮＮｳ、 て 居る 入 、 ζ そ ζ そ ｪｨ 者 の 門 を

危 険 ｬ 土 別とし て Ｒ ー Ｓ 階間程度 の 辰 野 ｾ ｴ［ よ れば只笠 潜り竹彪先生 に伺 ひ を 立て ると 、 さんぎをがた付

が若干厚くとも書 ｉｊ 粟同然 の 石を干 ＱＱ み上げ 、 宇 ｾｬ 逝煉 かせ残念な がら 丸公の分大十1); 務選だらうと の宣告

χ 、 しかも砂やセ メ Y ト、石 炭の調合妹 。方に迄 にうっぷんを lI，fj らすベ〈 、恐しい顔色に嬰じ忽ち

疑 問を 起 し、結局凡てが怪しいもので な いかと考 思 召 の見料 1::: 最 低 限 度 に 影 響 、直に飛出しどう も

，̂ 8 2  

え始める時、遥 かに 木造の方が安心である。梁 の これ はν、か んo E は左の耳が馬ぬ に昨夜より作い

強 度 不 足 の 低 め 、 床 の民 勤 務 具 のガタ 付 〈のも あ 柿: かに少 な くと も選 外 、佳 作 itL迄 には消 ぎ 付 けて

り勝ちで不快なもの慾; 川氏 l¥:f 日本から日本」にあ 居 るだら う。か 〈 して最 後 の 開 票迄 多 くの人々を

る「ナポ リ 」の ｦ ホテル 」 で天井の 漆 喰が洛ちた ｾｙＩ 心犯さ せて 共 の 紡果 は 来 し て満足 な も の が Ｑｾｽ ら る

行 く 先 々の ホテルで先づ天 井 を眺めて一安心を す L のであ らうか、一 両から はある丈け の智 能 を絞

るとは 如 何 にもお然らし く同じ手法で自分 はホテ リ ｌ げ 栄冠 を 診よみ 、 縞 を 削 る ｾ ｾは勇まし い 事であ

ノι に着 、 先 づ 電 車 線 路の有 無 とガ タガ F に注意す るが、他而 IUiかの 1:tCi 旨と名平干の矯 め釣られる多く

るにはある丈 け の 前 Ｑ Ｑ 較を非 ＧｮｾＧ にとが ら せて居 る。 の 犠牲者 を 出 す ｬ ｝Ｑ は 劉 ｬ な惑 で あるまいか 。 ｲ ＡＡ ｾ 呼 、

そ う して民主米に随分 ガ F ガ F ホテルの あ る事を紹 。生存主主容の1止の中いきて行くには決 して柴な事て‘

介 す る 次 第 で あ る 。 は な い 。



役 員 曾

常 務 曾

.. 
E ヨ

時 昭和8"j>2月20日午後6時一向日時50分

所 建築協合別家

出 席 者 担I! 本 池 国 政 事 松 家 主 記 阪口

丹旗手 ｉｾ !ll 1' ｾＧＺｲ 士 ｼ 河 主 計 浦 れ!f7lt

八木 紛 糾 今 林 J ¥tl l1l ｱ ｾ 付

議 事 1  2 月例舎に闘するf ' i '

1 合口帯主力Hに闘する委員合設i l i : の ('1ー

l 訊- 負契約3!?改正聯合調査合間J 合に付委

日出' l hUfe旅費支出 に闘する件

i 設備委 只合 よ り委 員T予防J舎 に 闘 し 指 示

方 Ｎ ｾ�Ｇ 漁昨夜求 の ＨＧＱ ・

1  l法制委 員合 よりタト凶建築法規則主入 方 要

求の( 'T

報

ｬ 職員相 Ｈｾｾ に闘する件

1  ＱＱＱ 版ｾ員合よ り 報 告 に係る 出版計鐙 に

rMJするf ' i '

1  rスチー ルサッシ Jm絡案を材料 委員 合

ｾ Ｎこ ｭ ｾ 誌の ｦ ド

III ! -H日8年度雑誌請負に仰する 件

l 合員 ;r全衡

報 告 l 常 設 都市計賞 、法1l l1J委 員舎報 告

l 特 設 百貨筒ill 築委員合報告

l 記念 見撃、 出版 、阪和l上里子芝住宅博

瑞 光 ( 1. : 宅博委 員合報 告

1  2 月例合終了報告

1  2 月分令計報告及合計検査報告

l 建築皐合 よ り竣功主l l : 築物表送付 のf' i '

臨 時 常 務 曾

l 人 事( 給 iJ: 採 11])1'こ闘 す るf' i ' 時 昭和18年3月 11 日午 後5時一 同6時

l 災害強度委員合よりポーリ y グ表を委 所 建築協合別e f :

員に幸町' J t 四方要求の件 出席者 理 事 J十 肉 池 田 』世 帯 徳政 松 家

l 合 員;詮衡 主 記 阪 口 仲 野 主 計 古li 八 木

報 告 l 常設委員合 rlt 都 市計鐙 、法 制、災 一宮泊 。 編 ｾｩｬｆ 中村 :lIlI回

皮設備、 住宅各委 員 舎経 過 報 告 1 工事前甘負契約書i 1H且粍改正案に闘す る

l 百 貨 筒 建築委 貝舎続過報告 1'1ー

11年

f1i 

l 阪和1上里子芝、京阪 (1: 宅博委 員合経 過報

告

l 今 村 博 ーlーよ り地震腕先 にイ、Jlli .l l'日 7 1j >皮

業 務 報 告

常 務 曾

昭和B年3月6 日午後6時 一同8時30分

建築協合別家

IHIl ?，' 者 理 事 J十| 河竹腰 血 ｾｌ ｺ ｴｾ 徳政松気

主記 阪 口丹藤 Ｑ ｾ￲ 里子 主 計 制i

八 木 制［ｾ杭高照射凹

議 事 1  3月例合 に附 す る('1'

l 恭季大合に闘するf ' ド

l 見祭委員合よ 1) 報 告 に係る見事計費 に

闘する十l'

1  ｾ Ｑｩｴ 設法 ＱＱ 剤 、 Ｇ 住宅 委員合より 報 告 に 係る

研 究 ZIJ 演のf ' 1こ

l 合 員 JH加 に闘 す る委 員合委員選定の1 ' 1こ

時

五{r

1  rスチールサッ シj 規 絡 案2士之 lこf'loふ抗日

子の大きt . r ; ｾこ闘するｦＧ ＱＧ

1 災 害 強 度委 員舎 よ り要求に係る ど 陸地

方災害覗後の Ｑｾ 委員祇訟 の ｦＧｬ ユ

常 務 曾

昭和18年3月20日午後6時 一同B時30分

建 築協合月IJ 黛

出 席 者 盟主長 i也111 竹 腰 Ｇｩｩｩ ｬ ｴｾ 徳政 松 策

主 詑 阪 口 丹 藤 f宇野 主 計 羽1

清 水 八 木 調，JjUF 今 林 中 村

議 事 1 材料袋員合研究事項の件

l 見事委員曾徒出西部日本見型計m案の

件

1 大阪包話番披簿 に協合名認識 の件

l 訪 負 契 約 書改正実に闘するf ' 1'

l 次回常務合開催日取のf ' j ' .

1 内外経済雑誌資料展覧合 l、四 月自主合誌

8 3
1 V  



一部寄贈出品の件 j 普 遁 賛 助 員

l 定 款 改 正 に闘する件 : 荒 木 安 太 郎 君 堺市中之町東21- 55 Cこi二木 建築 誌

報 告 1 春季大合委員曾経過報告 i  負業〉

1  3月例合終了報告 :  ｾｉｉｉ 山 秀一君 東京市本郷区弓町 1ノ8互理山方( 往

l 常設 法 制、材 料、災告: 強皮 、設側1・ i  築綜 合枇〉

位宅委員合経過報告 ' 小 林 ｾｧｪ 君 此花区上前五占北 1ノ25 ( 前川 ffi 築

l 特 設 百貨脂建築委 員舎惣過報告 j  事 務 所〉

l 記 念 事 業 1¥1 i i f 日上野芝住宅博、児 暴 委 ・中村!:'rニ之助手， 堺市ｲＮｩ｜ 之 ｾｉｲ 東 ｬ 丁 ＱＳ C土木位築市1;

員舎経過報告 j  負 業〉

Ｑ 建築撃合合長佐 野 利Ｈ，ｾ氏就任 の ｲ ￌｬ久森 茂 肴 府 下 牛 河 内 郡堅下村大字高井田大

1 プ ノι ノー- 9 ウト氏4月20日ウラ ジオ着 ; 阪府立修得、官官主] ' ; 築場

のは1

1 合員詮衡

例 曾

時 日目 和B年 3 月11 日午後3時一 同5時

見 事 大阪 支斯株式合通上新建築 〈大阪市東 区平

野町E 丁 目〉

出席者 220名

入 曾 者

品自口 芳 男 君 堺市櫛巌町大 itl 12 Cill 築設計業〉

山田 .iJ! .:==' n- 兵 庫l隊武庫 郡 大肩上村中字建築 ( 竹

中 工 務 陪 設 計 $)

王 山7]( 君 市11戸市ZE合w; 坂"- 1; 泊4 ノ 10

戸回 和夫君一央市本iffi
7 悶 μ アパ ー ト17 ( 央 海

l l L工廠)

津田 庄三 郎君 浪速 区 大国 ｾ ｴｦＵ ノ ＱＷ C大阪府総建

築 課〕

武部 ｾ 三 君 東区北首 ｾＲ ノ Ｙ Ｐ 片倉ピ ノ ｌ ・ ヂ ヨイ ン

ト前
l 合大阪支 r.!i

波

西

〆
l

、

〆

t

‘
、

方

あ

藤

ノ

近

4

〕

白

太

后

ヴ

“

字

支

乙

村

阪

町

太

大

元

〉

信

印刷

康

信

郡

業

柿

務

北

工

八

工

山

市

生

区

川

下

街

法

相

帆

的

原

君

君

二

三

盆

延

山
日

谷

市

K

N

7

 

奥

内

小

f

‘
、

/

、
、

，
。

6

1

 

4

1

 

0

0

川

開

企

下

佐

/

町

一政

〉

尾

関

係

ー

・

t

t

F

4小

本

恥

郡

区

管

内

J

以

課

河

〉

右

管

中

庄

市

工

下

務

都

府

府

工

京

都

若

君

郎

一

三

泰

員

大岡

本

曲

目

岡

萩

藤原 吉三者
京 都市東山 監東編 寺境内油火刑l く

京都市 f査結;深 〉

綿 tt ｦ Ｍｩ ｾ之君 北区堂 !: .占i気温2 ノ6 ( 式 智事務 I!J O: 曾 員

E望見 治 省 府 下 二之 島君1¥吹 田町 1461 ｃ 特 ｾ ｴＭ ｊ 氏符

式基礎工事務所〕

同( 地 方 在 住〕

正 問 降 市 君 愛 媛l際、今治市賞金滋( 今治市役所

土木課〉

特 別賛助 員

森田友誼 若 佐 吉区 北国溢 ｾｉｲＲＱＶ

n  文五虫1¥
君ー 東区横射 l ノ24 C銭 工事前t ' l )

問中作次君港区東問中 ｾｉ ｔｬ ＰＸ C土木 ffi 築;11i 負

業〉

三藤 多 市 君 南区J . R販 問 15 C三滋危機工場主〉

西野 義 三 ，g 浪速区木湾川 ｾ ｉ ｦ 1  C材 木 尚〉

主主藤 隆司1 兵ｊ￮ｬｉ ｬ 孫、武 ｗ ｾｴ 日今津 ｮ ｬｪ 字 ｾ［ ｪ 潮 ＶＸ C株

式合最t 東 洋EE 中栄 治 製 作 所 支 配

人〉

I V  

8 4  

韓 勤 轄 居

時 間 立f 三 A 旭 区
t j js' plf 626

竹末英雄 ｾ ｾ 厄l崎市東昔!ゆえ732

吉日 l 央 郎 君 東 淀 川 l也元 今! l ' ，北泌3 ノ20

柴 111 四郎君 大阪総道局改良課長市 Ｑｾ ，紡Ａ ｾ 果〈北区

大 深 町〉

高橋喜平太君 車中戸市灘区永手町2 ノ50

井上 麟 ー君 港区宮島町60i: :r 烏組工務部

西 且l 義時I 君天王寺| 伍大i U3 ノ6

曾 員( 地 方 在 住〉

小 林 一 夫君 東 京 市 稲 田 区 小 林 田r33

上京 l長澄 者 市1'奈 川県長足柄上郡南足柄村狩里子

rl 1山 定維君東京市大事長阪入新井3 ノ1416

止す川 俊良1¥君 大牟悶市栄"'fl 4三池土木株式合最! :

谷 川勝次郎君名古屋市中直 ｊｌ 屋 ｾｉｊＵ ノ ＴＱ



高 橋 沼 三 沼 愛知l際額回君11岩 津 町 郡 是 製 糸 株 式

終 身 賛 助 F

故森 下 新 進 氏 宵 照

森 下 新 造 氏 の 略 歴

萩 本 恭 一沼

普 通 貨 助 員

伊 東 和 維 君

吉正ヲ1: 芳治君

荒 井 龍 吉君

川原三千男沼

佐野 生存ヲと若

佐 藤 佐 七 沼

林 1J 遊 君

rl' 村 忠 司君

政 卒 正 雄 沼

本 jfE 光平日 寝

山村 彼 面君

右足図的三良11沼

井上矧太郎君

高滞1 吾 虫IS ;P.

本合創立に常り終身賛助員 として大 なる責 l猷の ι 伊 東 一市若

あった株式合員l 森 下 組副 長森 下新造 氏 は 心 臓 性 的

，Q. に狭心 症 01: ｩ￭￮ のため ｬ 月 ｬ 日 逝 去さ れ た 、 ｾ ｉｉｊ に

痛 惜にtl 1へない次 第 であ る。

氏 は土木 建 築 業 界 に 於 て 長 者 の風み リ、 その業

y'pこ悲 したる功部に於ても 11i; j ( なる もの があった

且ｪｊち大正 ＱＲＧ Ｑ ｾ 9 月には大阪 土 木 建 築 請 負 業 組 合 長

に選任せら れ 、昭 和 3 年 10月には日本土木ill 築 fIV

負業者聯合合則合長 l亡選穆され土木建築界のきま艮

に努力された 。 また大正 10年 3 月 大阪商工合議所

議 員にｾｾ｜ Ｎ 選し 、 爾 ＿Ａ ミ 三選 せ ら れ現職のま ｌ 逝か れ

た。其 他 続 々なる 名響 機に在 りて本業以外の飴，1;

を以てそ の利腕を娠はれた のであ る。 氏 に 伐 つ ベ

きもの多き秋、業 界 か ら1乏を失 ったこと は業 界の

一大 領夫 である。

甲 斐 郁 良11 '71  

大 l1 '5主古f Ｑ Ｍ ｾＧ＠

吉 間 祭 古 君

ヲ1: 口一郎' f ，.

耳t Jt 沼

折悶 義 雄君

武 :)1: 徳 松11

襖 nn大丈夫君

曾 員

大 倉 直三君

宮川盟 議 君

普 通 貨 助 員

中津定吉君

笠 l司辰造' I - l

合最上岩 津 乾 燥 場

京 都 府 奥謝君11宮津 町 大 久 保296

住 吉監帝塚 山994

｡￨ｩｍｾ 孫佐伯郡大柿 ＱＧＱ｝Ｂ 大君 ｩ ｬ ｦｊｩ 出 走 ｲｬｬ ｊＺｩ

!*J J i内

F 駒市外彦 島Plr 迫 区 八 桁宮 前

耳U，lli 釣t市町 2 ノ29 大 f T土木 株式 合

祉大 阪 Il:I iilUfr

法 脳 夕瓜H可3 ノ42

京 都市 上京 区 賀 茂玄以田]"35 / 1  

堺 市松屋大手口川温2ノ45 ( 松 悶 級

i工方 〕

市'" 戸市須西野区戸崎地3 ノ118 ノ1( 大

野琴方〕

北 l長堂山田T4

示'" 戸 市古住区梅元 町 116ノ l

北 区宗 是 町 10rl' 之 島 ピ ル 内 山 村 工

務所

北 区 樋 上P1T85

京都市上京区塔ノ段上最1' 5/ヰ町260

談話当市市l' 奈 川 I[g鳥 越26

FPl ぬl際、佐 伯郡 大 柿 町 大 君 鴻池組 出

張所

西 成HHZi 前 中 之 町 l ノ28

兵 庫 l豚武庫: 郡魚、崎町魚崎小慾工事

11hb大林組内

尼崎市寺a J r2 0

北 l盛浮上江町8 ノ4

治 l孟千代見町4 ノB 河川護縦ブJ

兵 庫 l係明石郡垂水村監 l豆273

東 成 匝 南 中 滋 町 l ノ8

府下泉北郡高石町南 467

逗 曾 者

松 井 英 一 君 佐藤清八君

毛 利 泰 三 君 山 下 純 君

宇野・ j) j 君 苅郷 h 君

ｷＮ ｾ 時俊 一 君

8 5  Iν 



貝及 委日 本 建 築 協 曾 役 員
量士図

法 人

( 昭和八年〉

一

男

託

児

助

夫

二
一

一
二

光

知

市

川

良

三

吉

ニ

鮒

郎

平

雄

二

郎

吉

夫

郎

弓

郎

治

吾

信

治

雄

石

川

畑

中

大

郎

古

厄

治

夫

光

吉

郎

郎

一

一

郎

雄

郎

郎

市

一

王

口

治

吾

卒

釦

郎

介

二

郎

一

究

認

知

米

之

悌

絡

会

星

空

会

一

来

藤

誠

氏

太

盛

氏

曾

一以

一

族

科

大

国

民

六

疋

藤

戸

宮

本

命

述

内

品

土

木

健

山

担

品

川

勝

一
一
主

主

浬

w一

ト

武

太

一

知

革

命

}

比

一

殿

町

新

抱

一

之

内

線

，
X

E

由

日

比

市

山

k

，r
問

員

川

氏

族

員

純

E

員

民

間

H

・
友

口

問

整

l

野

F

彦

小
X

S

F

以

批

他

…

瓜

中

石

口

木

・
木

江

・

け

1

1

一汁一

家

一山

保

西

・
木

本

政

柴

田

井

川

政

名

一

山

一

時

凶

…

荻

野

事

委

井

政

-M

林

升

水

一

般

江

晶

子

淳

一脇

士

務

H

休

|

問

弁

政

塚

野

山

讃

丘

町

一
山

一

阿

川

木

'
'
H

委

保

口

丹

委

j

高

館

剛

山

阪

山

口

川

残

お

安

林

川

利

δ

木

白

芝

鈴

高

波

i

松

大

久

小

一

-
-

森

川

設

樋

山

F

R

藤

石

一
治

新

篠

泊

中

古

村

荷

曾

安

徳

谷

依

大

阪

鈴

竹

波

松

森

山

博

曾

武

今

小

芝

刈

徳

古

村

精

綜

小

お

北

篠

州

制

緩

協

別

居
さ

φ

背

中

部

取

引

品

目

H

崎

一一

H

K

n

只

時

間

一

長

一
山

刑

事

務

n

H

悌

回

一拍

長

限

限

員

掛

け

以

貝

円

以

員

員

員

抗

日

仲
間

凶

良

市

民

訴

民

委

委

七

問

問

問

問

問

問

機

問

問

委

幹

幹

幹

幹

幹

参

同

問

同

携

委

委

同

阿

川

同

問

問

問

同

協

委

幹

斡

幹

平
安

問

問

問

問

問

問

同

挽

同

委

別

別

委

問

問

問

問

同

同

同

委

委

委

安

婆

委

委 員 伊) l i 宗 大 且11

Ioil  小 川 陽 吉

岡 !河 悶 孝 男

同 '1
'

山 栄 太 郎

同 長 谷川 俊 弘

Ifi J  ti::j i己

同 村 岡 小 -

1t.Vl:
i

.- 常 務 浦 英之助

住 宅 委 員 曾

委 員 長 葛 里 子 社 一 郎

幹 事 浅 野 令 厳

幹 事 冷 111 新 卒

号委 員 赤 松 修

問 小 川 公 一 良1¥

If' I  河 感 俗 太 郎

日｝篠 ｾ ｾ ｾＮ ｾ Ｎ ｾニ

jJ; J  rl' ｾ Ｇ ， ｊ 源太郎
同 松 本 儀 八

岡 市 1，¥ 

機 ｾｾￓｾ 常務 ＧＱ Ｎ Ｇ H 義 雄

百貨庖建築委員曾

委 只 長 安 井 武 雄

幹 事 務 勝 藤 吉

幹 事 士1; :: J I : 誠 一

委 員 - w 制l 貞 i1t

jJ; J  Ｑ 瑚 Ｑｾ ｩ Ｉ 思 ￭ !1リ

同ＡＮｾ 1] ]  "& 

jJ; J  来 世2 12 次 郎

同 ( i 探 正 治

同 1寸里子 践 者

向 波 Ｗ 部 吾 ｉ ｾ 辛子

婚 前 常 務 今 林 彦 太 J i l¥

[<. J  1' 1' ill} 点 三

阪和上野芝住宅

1草委員曾

委 員 長 i也 閃 1f t  

高IJ 委 員 長 安 井 武 対E

ｾ Ｈ ｾ司Ｇ ［ ｩｊ ト米 主 ［Ｎ ｾ 太郎

幹事荒尾 ｩｾ ｾ 千百
11F 添 削 本 新 次 郎

幹 事 :1ヒ 垣 熊 之 助

幹 事 楠 山 新 卒

委 員 浅 野 令 城

間 i波 正 : ， 建 夫

同 iJr J t 握手f I 夫

向 小笠原 銅

jJ; J  間 関 孝 男

同 力11 族主主 吉

岡 川 小t Hi  =主 Ji l¥

同 川 野 1]， 太 郎
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同 久保8 :1 * 鰍

間 引 . 燦 松 太 郎
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助
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市

材

長
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只
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災
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都
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段

H
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事

務
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巴
一

員

円
H

川

員

常

民

訴

民

放

員

。

M

貝

4

公

的

什

幹

委

問

問

同

同

問

問

挽

餐

幹

幹

委

問

問

問

問

問

問

機

委

幹

斡

委

問

問

問

同

同

同

挽

委

幹

委

問

問

問

同

問

問

問

挽

委

幹

委

問

問

問

問

問

問

問

川

同

問

機

委

幹

部

什

安

賢

治

有

光

郎

伯

仲叩

=

二

助

二

二

郎

治

雄

郎

治

政

=
一

郎

官

郎

助

知

邦

則

郎
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二

郎

郎

安

良

郎

生

夫

二

次

厄

池

吉

治

郎

信

郎

旅

郎

一

雄

三

一

一

一

郎

郎

忠

助

比

例

一
一

一
止

失

三

一

泊

武

昌

一

位

合

主

三

良

貞

滋

之

築

盛

大

品

川

義

次

代

問

寛

太

大

之

芳

孝

頴

次

藤

一

一

太

一

三

山

和

策

問

末

健

三

栄

太

一

義

太

机

松

山

此

貞

霊

平

太

次

之

感

都

市

州

・

μ

疋

信

i
一

万

F

英

彦

猷

喜

彦

甚

英

新

貞

盆

芳

日

奥

平

F

誠

築

資

猷

街

一

岡

田

腰
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野

洲
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木

林

橋

村

岡

田

上
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的

原

岡

部
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口

合

盛

岡

西

日

開

会

浮

木

腰

間

橋

松
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村

山

喜

」

井

本

因

野

井

阿

木

子

名

州

藤

多

国

一

片

池

竹

徳

松

阪

白

ω

丹

伴

日

清

比

例

八

今

市

巾

郷

秋

井

石

今

池

岩

山

州

大

間

岡

間

一
治

川

河

洞

片

小

阪

作

新

約

米

鈴

竹

南

高

高

山

凡

中

中

中

永

丹

伴

山

口

川

藤

勝

堀

牧

松

精

八

川

町

新

東

内

本

吉

一

員

智

一

長

長

長

事

務

詑

詑

詑

詑

抱

計
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計

制

抑

制

輯

貝

部

-

合

合

議

料

品

口

問

問

政

盤
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主

主

主

主

主

主

主

主

編

制

編

編

許

問

問

問

同

町

問

問

問

同

同

同

問

問

問

問

阿

川

問

問

問

問

問

問

問

問

問
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同

同
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「建 築 と 社 曾」定 慣 表

毎 月 l 回 1 日滋行

所 敷

l 知

1  2 冊

一一…
一一

宮部 総

2 銭

ヨ 4 銭

慶 告 掲 載 料 金

m

v一

間

一

叩

一

号

一

M

V

一

問

一

同

一

同

唯

一
止

唯

一
唯

一
唯

一
唯

一

唯

一

止

唯

一

唯

一
司

司

一
日

一
号

一

す

一
司

一
号

一

同

一
川

一
一一
一一

劃

討

孟…
御 注 文

御注文はすべて前命で本合直接又 は特 約 応 へ

銀替貯会又は総務で御m込を阪びます郵妻子代

用は 一割 初 、代令引換はお断り致します。

昭和8年 3 月2ii 日印刷

1Ii'!，;f: 1185IOo .J-月 1 日蛍行 ( 卸 16判第 4 競)

習を行 ・絢 斡 1  

印 刷 人 12f 取 陽

兵庫県系武五Il宮s今湾1町古I i l員56番地

印 刷 所 大 阪 市 版 所

大阪市東区内淡路町r 1了目 7番地

霊童行 [fr ｾｾ 日本建築 協 舎
大阪市北区中之砧3 ノ3朝日ピル

電話長本局(23) 4500寄付〉

本局(23 5470挙(5)

本局(23)5540率 。 )

指 替 口 座 宍 阪39975番

特 約 版 褒 庖 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区 京町 堀 羽 子 板 僑 北

電 話 土 佐 沼 2440番

ｬｭ 替口座ｾ阪 ＲＰ Ｘ Ｔ 杏

禁 轄 載

本誌に f掲載せるものは 、一切とれを無断にて

縛載し え は単行 本に上梓その {也の 複 製 行 震 を

なす と とを禁 ず。 I

編 車貫 後
コ

し

=

コ
n
H

口陽光に満つ大気、地に は瑚煙? こる桜花 .

2さには悠々にる白雲 、春である。冬11民から

夢見めて活躍の時になっ1=。協舎も H乍q三暮

から一寸1¥烏りを静めてゐ? こが漸〈記念事業

215二期の爪回j に移つ7二、肉質合、見/W: . 11¥ 

1阪と訂正 k しい

口本批はイt 宅特軒披としても例年とは 少 し

趣を更へて見? こ 戸翻察思Ht' 改めて杭宅を眺

めた。記事としては住宅や土地の経営に閥

係める士をおljf，j l，し1=。且つ座談合もそれと

基調を共にしにもので 、建築家に新らしい

特告を? 興へやう。

口阪拘1の性宅懸賞首撰案を先づを頭に摘げ

? こ。第四回目として也- 然といへば嘗然なが

ら、質の進歩官にfちくべきものがあって恭

子F日を喜ばせ た、数も従来の例の数mに及

ぶ。春らしい附景であっ 1=。紙数に椴肘さ

れて入撰笑と佳作1投与長のみしかil 記せ得なか

っ1=が目下編纂中の航行: 宅闘笑集には選、

佳作は全部入れられる笹である。

C  11止近'( . " ; 施されに{t 宅 中手近なもの〉寓民

を巴 ｾｾ￱ ・に入れて本批の Ｇ￬￯ Ｂ ニ ｲ とし Ｑ］ 。最 初は

妙味のある応民営集めゃうとし7こが 、どう

しても思ひ辺りに蓮ばす・結局単なるイt 宅tqi

介の府民集になってしまっ 7こ。

巳海外のイi-: 宅の鑓つ にものを過去数年に漁

って数種を得1=。これは皆頗る 1暗示的のも

の と訂 ｪ へやう。撰搾は新名氏ｾ Ｎ 併設は吉

川氏をmはし1=。

口記念 Ii.f U恨の第二の大阪市地質調査国表は

や ｛Ｑ ＮＭＱ＼千間取ってｲ｛ｾ課ない次第であるが目下

漸〈印刷するに至り 、第三の航行二宅闘築集

も編纂中で .近〈相次で現はれるであらう。

諸兄の御後援を切望いにします。

口務。花の吉野へ 、本合存期大舎も行 〈。

北九州へ. fAの別府へ 、本合見型H剖も肱立

つO 界である。 ( 高橋柴治)

8 7 1 v  



建

築

博

覧

命

日

住

宅

設

計

同

案

懸

賞

募

集

規

定

近

代

人

は

近

代

生

活

に

叶

っ

た

住

居

を

要

求

し

て

居

ま

す

。

住

宅

建

築

の

研

究

は

不

断
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